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【今月の表紙】

　長万部中学校卒業式（３月16日）
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３
月
18
日
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
報
告
会
が
、
あ
つ
ま
ん
べ

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

亀
田
隊
員
は
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
今
後
も
文
化
の
推
進
に
努
め
、
佐

藤
隊
員
は
空
き
店
舗
を
利
活
用
し
、
町
の

中
心
部
に
賑
わ
い
の
場
を
作
り
た
い
と
、

今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
末
で
任
期
終
了
の
松
本
隊

員
は
、４
月
か
ら「
炭
火
焼
き
鳥
ま
っ
ち
ゃ

ん
」（
大
町
）
を
オ
ー
プ
ン
す
る
に
あ
た
っ

て
の
、
今
ま
で
の
取
組
と
３
年
間
の
感
謝

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
、
町
内
各
所
で
卒
園
式
・
卒
業
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
来
賓
の
自
粛
な
ど
、
短
縮
し
粛
々

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
が
見
守
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
成
長

し
た
立
派
な
姿
を
披
露
し
、
卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
、
過
ご
し
て
き
た
思
い
出
と
希

望
を
胸
に
新
た
な
進
路
へ
進
み
ま
し
た
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　

活
動
報
告
会

町
内
各
所
で
卒
園
式
・

卒
業
式
を
挙
行
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特 集 Ⅰ

佐藤隊員 亀田隊員 松本隊員

マリア幼稚園卒園式（３月１７日）

いずみ保育園卒園式（３月１９日）

さかえ保育所修了式（３月２５日） 長万部高等学校卒業式（３月１日）

長万部小学校学校卒業式（３月１８日）



北海道新幹線情報２０2１年度

　長万部市街地の東西を結ぶ中央跨線橋につきましては、新幹線高架橋の支障物件となることから、撤
去工事の準備のため令和4年3月31日をもちまして、通行止めにすることといたしました。
　替わりとなる歩道橋につきましては、新幹線長万部駅の東西を結ぶ自由通路の建設を計画し、令和9
年度末の完成を目指して協議を進めているところであります。
　中央跨線橋通行止めから自由通路完成までは約6年間の期間があり、利用者の皆様には大変ご不便を
おかけしますが、迂回路として、元町の踏切又は、ふれあい大橋のご利用をよろしくお願いいたします。

○中央跨線橋についての重要なお知らせ

○⻑万部駅周辺整備計画案イメージ

お問い合わせ先 ●新幹線推進課　（☎２－２４５０）
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正面 の顔

（参考）木古内駅

昇降棟仮駅舎
移転先

※商業施設集約

ＪＲ通信施設等

現駅舎を除却して、
自由通路を建設する方向
で検討中
新幹線開業まで仮駅舎で
営業

広場・アクセス道路
レイアウト検討中

（Ｒ３前半に決定予定）

現在：レイアウト検討中
広場→昇降棟→まちの駅
の順でレイアウト検討

高架下駐車場

民間を主体とした商業空間の検討。
街路事業と連動し、区画整理/再開
発事業など、面的な都市整備を検
討予定（Ｒ３～）※図のレイアウトはイメージで、実際の位置

　ではありません

※まちの駅

昇降棟・広場
レイアウト検討中

道道昇格要望

鉄道営業設備

駐車場

床
張
要
望

自
由
通
路

当
初
自
由
通
路
案



税 目 予　算　額 構　成　比
町 民 税 224,469 千円 39.8%
固定資産税 273,928 48.5%
軽自動車税 10,180 1.8%
町たばこ税 53,000 9.4%
入 湯 税 2,700 0.5%
合 　 計 564,277 100.0%

歳　入　の　状　況

町 税 の 状 況

特 別 会 計 予 算

年のまちの台所といえる予算は、一般会計
が４９億９，８００万円で、前年度に比較し２

億６，１００万円の増となりました。
別会計を含めた総額は、８２億１，２６８万円
となります。
年度の予算編成にあたっては、引き続き、
行財政改革に取り組み、税財源確保はもと

より財源を最大限有効に活用するとの観点から、
予算全体を精査し、各種の計画に則り、防災、子
育て支援、産業の振興、福祉、教育、観光のまち
づくりなど、諸施策にわたり可能な限り予算編成
をいたしました。

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、記載の一般会計と特別会計の合計は総額と異なります。

今
（単位：千円）

（単位：千円）

特
新

９，８００万円でスタート！

国 保 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

国 民 健 康 保 険 税 130,900 保 険 給 付 費 523,321 
道 支 出 金 537,106 国民健康保険事業費納付金 187,958 
繰 入 金 80,761 そ の 他 38,081 
そ の 他 593 

計 749,360 計 749,360 

介 護 保 険 特 別 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

支 払 基 金 交 付 金 215,757 保 険 給 付 費 772,033 
国 庫 支 出 金 216,289 そ の 他 106,267 
道 支 出 金 130,684 
繰 入 金 187,146 
保 険 料 外 128,424 

計 878,300 計 878,300 

後期高齢者医療会計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

保 険 料 66,088 広 域 連 合 納 付 金 103,129 
繰 入 金 38,890 総  務  費 1,758 
そ の 他 169 そ  の  他 260 

計 105,147 計 105,147 

下 水 道 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

国 庫 支 出 金 16,000 下 水 道 費 204,728 
繰 入 金 197,500 公 債 費 外 112,959 
諸 収 入 外 104,187 

計 317,687 計 317,687 

ガ ス 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

営 業 収 益 99,540 事 業 費 用 127,127 
営 業 外 収 益 13,981 営 業 外 費 用 9,586 
特 別 利 益 1,401 

計 114,922 計 136,713 

病 院 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

医 業 収 益 575,194 医 業 費 用 720,127
医 業 外 収 益 122,457 医 業 外 費 用 2,107

計 697,651 計 722,234 

水 道 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

営 業 収 益 152,991 営 業 費 用 138,647 
営 業 外 収 益 11,965 営 業 外 費 用 11,744 

計 164,956 計 150,391 
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総　額
4,998,000
（100%）

町　税
564,277
（11.3%）

地方交付税
2,130,000
（42.6%）

繰入金
444,579
（8.9%）

使用料・手数料
分担金・負担金
182,862（3.7%）

地方譲与税
その他
596,523（11.9%）

寄附金
その他
115,006
（2.3%）

国庫支出金
352,727
（7.1%）

道支出金
234,726
（4.7%）

町債
377,300
（7.5%）

自依

存

財

源

主
財
源
26.2
％

73.8％



特
集
Ⅱ

歳出の状況（目的別）歳出の状況（性質別）
（単位：千円）（単位：千円）

令和３年度予算を家計に例えると…

令和３年度

一般会計予算

まちの家計簿 
　予算額をわかりやすくするため、歳入歳出の予算額49億9,800万円を一般
家庭に置き換えて圧縮し、500万円としています。 

給　　　料　　　　　　　　　1,340,715円 生　活　費　　　　　　　　　２,538,２６5円

実家からの支援　　　　　　　2,130,852円

ローンの借入　　　　　　　　　377,451円
家の増改築や車などの大きな買い物
　　　　　　　　　　　　　　1,487,823円

預貯金の取り崩し　　　　　　　444,757円 ローンの返済　　　　　　　　　552,332円

前年からの繰越金　　　　　　　 0円 預貯金・翌年への繰越金　　　　421,580円

パート収入　　　　　　　　　　706,225円

基本給　753,027円　町税／地方譲与税など
手　当　587,688円　国庫支出金／道支出金

食　　　費　1,037,604円　人件費
光 熱 水 費　 364,943円　物件費
保健医療費　 282,386円　扶助費
仕送り・町内会費など
　　　　　　 853,332円　繰出金／負担金／補助金など

地方交付税

町　債 普通建設事業費／災害復旧事業費

繰入金 公債費

繰越金 積立金／歳出剰余金

分担金及び負担金／使用料及び手数料／財産収入／諸収入

収　入　の　部

合　計　額　　　　　５,０００,０００円

支　出　の　部

４９億
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総　額
4,998,000
（100%）

総務費
1,107,890
（22.2%）

民生費
991,014
（19.8%）

衛生費
699,538
（14.0%）

土木費
660,784
（13.2%）

公債費
552,111
（11.1%）

教育費
371,447
（7.4%）

農林水産業費
315,022
（6.3%）

その他の内訳

消防費
182,577（3.7%）

議 会 費
商 工 費
労 働 費

70,560（1.4%）
40,980（0.8%）
1,520（0.0%）

諸 支 出 金
災害復旧費
予 備 費

1,401（0.0%）
156（0.0%）
3,000（0.1%）

その他
117,617（2.3%）

総　額
4,998,000
（100%）

義

投

そ

の

他

務

資

的

的

経

経

費

費

37.5
％

32.8
％

29.7％

人件費
1,037,189
（20.8%）

公債費
552,111
（11.1%）

物件費
364,797
（7.3%）

積立金
418,411
（8.4%）

繰出金
616,757
（12.3%）

普通建設事業費等
1,487,072
（29.7%）

扶助費
282,273
（5.6%）

その他諸費
239,390（4.8%）



特
集
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生活・環境 学び・スポーツ・文化

産業

生活基盤

協働

健康・保健・福祉

(新規)し尿処理施設解体(処理棟)
(新規)町営住宅建設
■地域おこし協力隊
■渡島廃棄物処理広域連合負担金
■ごみ処理施設運営
■汚水処理施設維持管理
■公共下水道（繰出金）
■公園整備
■町営住宅運営
■ガス・温泉採取供給

(新規)スクールバス購入
(新規)植木蒼悦記念館屋根改修
■小中学校児童・生徒就学援助
■スクールバス運行
■町民センター運営
■福祉センター運営
■学習文化センター運営
■スポーツセンター運営
■海洋センター運営
■学校給食センター運営
■奨学金給付金・貸付金
■高校通学費・制服購入費補助
■ホタテ貝の稚貝に関する調査研究事業
　（アイヌ政策推進）

■多面的機能支払交付金事業補助
■酪農ヘルパー利用組合補助
■長万部中部地区道営草地整備
■公共牧場管理運営
■町有林間伐等林業事業
■未来につなぐ森づくり推進事業補助
■分収造林
■森林基幹道豊津・黒岩線林道整備
■水産基盤整備（長万部・国縫・大中漁港）
■水産廃棄物リサイクル施設運営
■商工会運営費補助
■毛がにまつり事業補助
■観光協会運営費補助
■多目的活動支援センターあつまんべ運営

(新規)自由通路等基本設計業務
(新規)地域公共交通計画策定業務
■北海道新幹線建設負担金
■生活交通確保対策事業補助
■防災対策
■ＬＥＤ防犯灯・街路灯借上
■街路灯設置・電気料補助
■道路橋梁維持
■河川維持
■消防施設整備
■町立病院（繰出金）

(新規)中規模集会施設建設基本実施設計業務

■ふるさと納税返礼
■東京理科大学長万部校舎環境整備事業補助

■高齢者在宅福祉支援
■老人福祉バス運行
■高齢者生活福祉センター運営
■社会福祉法人施設補助
■町社会福祉協議会補助
■地域敬老会補助
■老人福祉センター運営
■保育所運営
■幼稚園等施設型給付負担金
■多子世帯保育料等軽減補助
■認可化移行運営費支援事業補助
■一時預かり事業補助
■児童手当
■タクシー料金助成
■社会福祉施設入所者措置
■重度心身障がい者医療費
■心身障がい者自立支援
■ひとり親家庭等医療費
■乳幼児等医療費
■後期高齢者医療療養給付負担金
■後期高齢者医療（繰出金）
■国民健康保険（繰出金）
■介護保険（繰出金）

2億1,560万円
3,886万円
736万円
8,105万円

1億2,135万円
3,654万円

1億9,750万円
1,157万円
2,219万円
1,417万円

2,596万円
460万円
333万円
2,580万円
184万円
625万円
1,133万円
986万円
838万円
8,452万円
322万円
716万円

2,346万円

232万円
200万円
1,600万円
1,850万円
6,023万円
470万円
449万円
2,500万円
4,265万円
4,050万円
550万円
350万円
800万円
665万円

3,389万円
407万円
9,415万円
599万円
1,014万円
517万円
472万円

2億4,354万円
1,100万円
135万円

1億2,000万円

518万円
2,208万円

450万円

1,094万円
329万円
2,300万円
335万円
1,526万円
200万円
337万円

1億1,473万円
3,460万円
113万円
2,000万円
180万円
5,013万円
934万円
240万円
1,800万円

1億7,898万円
492万円
1,296万円
8,094万円
3,889万円
8,076万円

1億7,597万円

豊かで快適な環境と美しい景観のまちづくり 地域の未来を創造する人づくり文化づくり

世界とつながり躍動する地域産業づくり

安心・安全で暮らしやすいまちづくり

手を取り合って未来を拓くまちづくり

男女が共に支え合う健やかな地域社会づくり

令和３年度
令和３年度に予定
しているおもな事業一般会計予算
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◆
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
十
五
号
）（
専
決
処
分
）

　
さ
か
え
保
育
所
の
暖
房
ボ
イ

ラ
ー
の
故
障
に
よ
り
、
早
急
に
修

理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
専

決
処
分
し
た
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
十
六
号
）（
専
決
処
分
）

　
大
雪
の
影
響
等
に
よ
り
除
雪
委

託
費
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
専
決
処
分
し
た
も
の
。

◆
長
万
部
町
議
会
議
員
及
び
長
万

部
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
等
が
条
例
に
よ
る
選
挙
公
営
の

対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た

に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

◆
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
料
の
変
更
の
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

定
義
を
改
正
す
る
も
の
。

◆
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◆
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
基
準
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

省
令
で
定
め
る
基
準
に
合
わ
せ
各

種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
等
を
改

正
す
る
も
の
。

◆
第
４
次
長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
本
町
に
お
け
る
最
上
位
計
画
と

し
て
、
計
画
期
間
を
令
和
３
年
度

か
ら
12
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
す

る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
七

号
）

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千
百

六
十
四
万
九
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
六
十
五
億
七
千
二
百
十
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

　
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
十
九
万
六
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
一
億
三
百
三
十
五
万
二

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
六
号
）

　
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
一
千
三
百
四
万
一
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
七
億
八
千
二
百
三

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

　
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

千
四
百
七
十
五
万
一
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
八
億
九
千
九
百
五

十
四
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

　
令
和
２
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
千
三
百
二
十
一
万
四
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
三
億
二
百

十
七
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　
令
和
２
年
度
ガ
ス
事
業
会
計
の

収
益
的
収
入
の
予
算
総
額
を
一
億

千
八
百
三
十
四
万
円
に
、
収
益
的

支
出
の
予
算
総
額
を
一
億
四
千
二

十
七
万
二
千
円
に
、
ま
た
、
資
本

的
収
入
の
予
算
総
額
を
五
千
四
百

十
四
万
四
千
円
に
、
資
本
的
支
出

の
予
算
総
額
を
八
千
二
百
五
万
二

千
円
と
な
る
補
正
予
算
で
す
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）

　
令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
の

収
益
的
支
出
の
予
算
総
額
を
一
億

六
千
四
百
九
十
八
万
四
千
円
に
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
の
予
算
総

額
を
百
九
十
九
万
四
千
円
、
資
本

的
支
出
の
予
算
総
額
を
五
千
六
百

十
一
万
五
千
円
と
な
る
補
正
予
算

で
す
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

五
号
）

　
令
和
２
年
度
病
院
事
業
会
計
の

収
益
的
収
入
の
予
算
総
額
を
六
億

二
千
五
百
二
万
千
円
、
収
益
的
支

出
の
予
算
総
額
を
六
億
九
千
十
六

万
八
千
円
に
、
ま
た
、
資
本
的
支

出
の
予
算
総
額
を
千
三
百
四
十
六

万
三
千
円
と
な
る
補
正
予
算
で
す
。

第１回町議会定例会
　令和３年第１回町議会定例会が、三月四日に開会され、
十二日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長が令和３年度町政執
行方針の表明と予算案を説明しました。その後、一般質
問のほか、条例の一部改正、新年度各会計の予算など、議
案二十八件について審議しました。
　おもな内容については、次のとおりです。
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は
、
町
長
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
今

日
ま
で
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
信
念
の
も
と
、
町
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
夢
と

希
望
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
町
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
、
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
規
模
で
猛
威
を
振
る
い
、
人
の

移
動
や
日
常
生
活
に
制
限
が
課
せ

ら
れ
る
な
ど
、
国
民
生
活
や
経
済

活
動
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
１

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
や

北
海
道
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

感
染
防
止
対
策
や
、
経
済
的
・
精

神
的
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
町
民

の
皆
様
の
生
活
支
援
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
や
、
人
口
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
町
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

４
次
長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
に
則
り
、
本
町
が
誇
り
と
希

望
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
と
し
て
、

未
来
に
向
か
い
永
続
的
に
発
展
で

き
る
よ
う
、
各
種
施
策
の
実
現
に

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
切
に
町
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
防
災
関
係
で
は
、
令
和
３
年
度

に
お
い
て
、
北
海
道
よ
り
新
た
な

津
波
浸
水
想
定
が
公
表
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
防
災
計
画
を
見
直
す

と
と
も
に
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
災
害

時
に
使
用
す
る
毛
布
、
敷
き
マ
ッ

ト
等
の
計
画
的
な
整
備
や
災
害
パ

ネ
ル
展
等
を
開
催
し
、
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
で
は
、
長
万
部

町
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
、
旗
の
波
運
動
や
街
頭
指
導
を

実
施
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
児

童
生
徒
の
交
通
安
全
の
確
保
を
重

点
と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通

事
故
の
減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
４
次
長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
第
３
次
総
合
計
画
に
つ
い

て
の
振
り
返
り
や
取
組
上
の
課
題

と
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、

担
当
課
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の

を
も
と
に
、
令
和
元
年
11
月
か
ら

町
内
各
層
に
よ
り
構
成
す
る
「
長

万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
に

お
き
ま
し
て
、
８
回
の
協
議
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、「
長
万
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」
を
並
行
し
て

５
回
開
催
し
、
３
回
に
わ
た
り
実

施
し
た
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
に
よ
る
ご
意
見
ご
提
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
鋭
意
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
１
月
29
日
か
ら
２
月

14
日
ま
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
期
間
を
経
て
、
最
終
案
と
し
て

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
本
定

例
会
に
基
本
構
想
を
提
案
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
第
４
次
長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
と
並
行
し
て
策
定
作
業

を
し
て
き
た
「
長
万
部
町
国
土
強

靱
化
地
域
計
画
」
の
最
終
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
国
の
基
本
計
画
と
北
海
道
強
靱

化
計
画
に
配
意
し
つ
つ
、
長
万
部

町
強
靱
化
の
目
標
と
し
て
、
一
つ

目
は
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
町
民

の
生
命
・
財
産
と
長
万
部
町
の
社

会
経
済
機
能
を
守
る
こ
と
、
二
つ

目
は
長
万
部
町
の
強
み
を
活
か
し
、

国
・
北
海
道
の
強
靱
化
に
貢
献
す

る
こ
と
、
三
つ
目
は
長
万
部
町
の

地
域
活
性
化
と
持
続
的
成
長
を
促

進
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
大
規
模
自

然
災
害
へ
の
対
応
を
見
据
え
つ
つ
、

産
業
、
交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お

け
る
機
能
の
強
化
を
平
時
の
段
階

か
ら
図
る
た
め
、
関
連
施
策
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
法
が
改
正
さ
れ
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
と
し
て

町政執行方針
令和３年度私

防
災
関
係
及
び

交
通
安
全
対
策

長
万
部
町
国
土
強

靱
化
地
域
計
画

長
万
部
町
地
域

公
共
交
通
計
画

第
４
次
長
万
部
町
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
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規
定
さ
れ
た
ほ
か
、
従
来
の
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
の

多
様
な
輸
送
資
源
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・

福
祉
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど

を
総
動
員
し
て
、
地
域
の
移
動
手

段
を
確
保
・
対
応
で
き
る
よ
う
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
本
町
の
地
域
公
共
交

通
の
現
状
は
、
相
次
ぐ
Ｊ
Ｒ
や
路

線
バ
ス
の
減
便
、老
人
福
祉
バ
ス
・

ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
業
の
費
用
増
大
、

北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅
関
連
工

事
に
伴
う
中
央
跨
線
橋
撤
去
時
の

代
替
手
段
検
討
や
、
新
幹
線
開
業

に
合
わ
せ
た
二
次
交
通
の
あ
り
方

な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
関
係
者
で
構
成
す

る
地
域
交
通
活
性
化
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
交
通
事
業
者
間
の
調
整

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

等
と
整
合
が
図
ら
れ
た
持
続
可
能

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
長
万
部
町
地
域
公
共
交

通
計
画
」
を
令
和
３
年
度
よ
り
２

カ
年
で
策
定
作
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関

連
予
算
を
本
定
例
会
で
の
新
年
度

当
初
予
算
に
提
案
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
町
で
は
、
平
成
16
年
度
に
長

万
部
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
都
市
計
画

決
定
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
の
20
年
間
を
計
画
期
間

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
町
の
行

政
区
域
を
含
め
た
北
海
道
の
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
今
月
下
旬
に

見
直
し
さ
れ
る
の
を
踏
ま
え
て
、

昨
年
度
か
ら
「
長
万
部
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
　

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
昨
年
春
頃
の

策
定
を
想
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
影
響
に
よ
り
、
北
海
道
と
の

協
議
に
遅
れ
が
出
た
り
、
１
月
に

予
定
し
て
い
た
意
見
を
募
集
す
る

公
聴
会
を
感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
に
中
止
し
、
替
わ
り
に
用
途
地

域
内
の
町
内
会
役
員
に
説
明
し
、

意
見
募
集
を
伺
う
な
ど
一
部
作
業

に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
今
月

中
を
目
途
に
新
た
な
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く

都
市
計
画
決
定
に
向
け
て
関
係
す

る
準
備
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
都
市
機
能
の
集
約
と
公

共
交
通
の
充
実
等
に
よ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

将
来
の
新
幹
線
長
万
部
駅
を
中
心

に
都
市
機
能
を
集
約
し
、
居
住
を

誘
導
す
る
区
域
を
定
め
る
「
長
万

部
町
立
地
適
正
化
計
画
」
に
つ
き

ま
し
て
、
本
年
中
に
策
定
す
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
並
び
に
、
昨
年
度
よ
り
検
討
作

業
を
進
め
て
き
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

移
動
円
滑
化
促
進
区
域
を
定
め
た

「
移
動
円
滑
化
促
進
方
針
」
に
つ

き
ま
し
て
も
、
今
月
中
の
策
定
を

目
指
し
て
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
新
幹
線
の
地
上
部
で
あ
る
明
か

り
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

町
内
ほ
ぼ
す
べ
て
の
区
間
で
測
量

調
査
や
新
幹
線
と
交
差
す
る
道
路

や
河
川
な
ど
の
支
障
移
転
や
付
け

替
え
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
、
線
路
に
分
断
さ
れ
た

長
万
部
市
街
地
の
東
西
を
結
ぶ
中

央
跨
線
橋
に
つ
い
て
、
当
初
は
、

新
幹
線
開
業
時
点
ま
で
の
利
用
を

想
定
し
て
補
修
の
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
中

央
跨
線
橋
が
新
幹
線
高
架
橋
の
直

接
支
障
と
な
る
旨
の
協
議
を
受
け
、

令
和
５
年
度
に
は
除
却
し
、
予
定

地
を
明
け
渡
す
必
要
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
検
討
の
結
果
、
橋
梁
の

撤
去
工
事
の
準
備
の
た
め
、
令
和

４
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
中
央

跨
線
橋
を
通
行
止
め
に
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　
替
わ
り
と
な
る
歩
道
橋
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
の
長
万
部
駅
舎

の
位
置
か
ら
線
路
を
ま
た
い
で
西

側
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新

幹
線
長
万
部
駅
を
連
絡
し
、
東
西

市
街
地
を
結
ぶ
自
由
通
路
の
建
設

を
計
画
し
、
自
由
通
路
の
基
本
設

計
業
務
に
係
る
予
算
を
、
本
定
例

会
の
新
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は

令
和
９
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し

て
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
　

　
中
央
跨
線
橋
通
行
止
め
か
ら
自

由
通
路
完
成
ま
で
は
約
６
年
間
の

期
間
が
あ
り
、
利
用
者
の
皆
様
に

は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
迂
回
路
と
し
て
元
町
の
踏

切
、
又
は
、
ふ
れ
あ
い
大
橋
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
用
地
買
収
や
支
障
物
件

の
移
転
な
ど
、
市
街
地
部
分
を
含

め
た
協
議
が
本
格
化
し
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
町
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
新
幹
線
工
事
に

伴
い
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に
で

き
る
限
り
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

最
大
限
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、

建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機

構
と
の
連
携
を
密
に
し
て
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
農
業
支
援
員
と

し
て
採
用
し
た
協
力
隊
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
は

本
人
の
意
向
も
踏
ま
え
、
町
内
で

飲
食
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
独
立
開
業

を
目
指
し
、
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
店
舗
改
修
工
事
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
す
べ
て
の
準
備
が
整
い
、
４
月

か
ら
は
協
力
隊
員
を
卒
業
し
、
店

舗
名
を
「
炭
火
焼
き
鳥
ま
っ
ち
ゃ

ん
」
と
し
て
、
大
町
で
独
立
開
業

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
卒
業
生
と
し
て
移

住
・
定
住
す
る
見
込
み
と
な
る
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、

協
力
隊
員
本
人
の
努
力
と
決
断
に

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
本
人
並
び
に
協
力
隊
の
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
新
た
に
地
域

文
化
推
進
員
１
名
、
提
案
型
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
１
名
を
採
用
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
文
化
推

進
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
習
文

化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
図

書
館
司
書
の
資
格
取
得
や
、
先
月

ま
で
開
催
し
て
い
た
「
大
鉄
道
写

真
展
」
な
ど
の
地
域
の
文
化
活
動

北
海
道
新
幹

線
工
事
関
係

地
域
お
こ
し
協
力
隊

長
万
部
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
関
係
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の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
提
案
型
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
通
り
の
旧
加
藤
書
店
を
改
装

し
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
業
す
る

こ
と
を
目
標
に
店
舗
の
改
装
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
併
せ
て
、
ヨ
ガ

や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
体
験
事
業

を
実
践
す
る
な
ど
し
て
、
事
業
化

の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
現
在
、
観
光
推
進
員
２

名
を
募
集
し
て
お
り
、
観
光
業
務

に
従
事
し
、
町
外
に
向
け
て
長
万

部
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
あ
り
、
他
に
、
提
案
型
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
つ
い
て
も
若

干
名
を
随
時
募
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
協
力
隊
員
や
候
補
者
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
空
き
家

の
有
効
活
用
や
新
た
な
分
野
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、
定
住･

自
立

に
向
け
た
取
組
に
対
す
る
支
援
を
、

積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
３
月
に
策
定
し
た
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
共
に

支
え
合
い
、
長
寿
で
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
た
第

８
期
長
万
部
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
元

気
高
齢
者
の
活
躍
推
進
」「
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」

「
多
様
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の

連
携
の
も
と
に
、
相
談
や
見
守
り

体
制
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
整
備
、
医
療
・
介
護
連
携
の

推
進
、
認
知
症
の
総
合
的
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
相
談
受
付
、
生
活

支
援
な
ど
の
ほ
か
、
在
宅
で
の
生

活
を
支
え
る
介
護
予
防
事
業
等
を

推
進
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
事
業

の
安
定
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
皆
様
が
そ
の

能
力
や
経
験
を
活
か
し
積
極
的
に

社
会
参
加
が
で
き
る
場
づ
く
り
と

し
て
、
地
域
敬
老
会
へ
の
助
成
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
助
成
、
福
祉
バ
ス
の

運
行
な
ど
、
令
和
３
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
８
期
計
画
に
基
づ
く

介
護
保
険
料
の
変
更
や
介
護
保
険

法
施
行
令
等
の
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
一
部
改
正
を
本
定
例
会
に

提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
施
策
の
基
本
計
画
と

し
て
の
第
３
次
長
万
部
町
障
が
い

者
基
本
計
画
と
、
本
年
３
月
に
策

定
し
た
令
和
５
年
度
ま
で
の
実
施

計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
第

６
期
長
万
部
町
障
が
い
福
祉
計
画

（
第
２
期
長
万
部
町
障
が
い
児
福

祉
計
画
）
を
も
と
に
、「
障
が
い

者
の
だ
れ
も
が
自
立
し
、
安
心
し

て
暮
ら
し
支
え
合
う
町
」
を
目
指

し
、「
障
が
い
者
等
の
自
己
決
定

と
自
己
選
択
の
尊
重
」「
地
域
生

活
移
行
や
就
労
支
援
等
の
課
題
に

対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

整
備
」「
障
が
い
児
支
援
体
制
の

整
備
」
を
目
標
に
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が

共
に
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
障
が
い
に
対

す
る
理
解
促
進
を
図
り
、
相
談
支

援
体
制
や
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
個
々
に
応
じ
た
的

確
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
在
住
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
が
集
ま
り
、
軽
作
業

を
行
う
こ
と
で
生
き
が
い
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
「
健
康
寿
命
の
延
伸
と

健
や
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
」

を
基
本
理
念
と
し
た
長
万
部
町
健

康
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、「
健

や
か
に
産
み
育
て
る
」「
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
悪
化
の
防
止
」「
こ

こ
ろ
の
健
康
保
持
」
を
目
標
に
、

家
庭
や
教
育
関
係
機
関
、
商
工
・

農
業
・
漁
業
団
体
、
町
内
会
等
と

連
携
し
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
の
健
康
で
は
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
時
や
乳
幼
児
健
診
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
個
別
相
談

や
育
児
相
談
を
継
続
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

妊
婦
一
般
健
診
費
用
及
び
通
院
費
、

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
一
部
助

成
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
少

期
か
ら
食
へ
の
関
心
を
持
ち
、
栄

養
や
食
の
安
全
へ
の
理
解
を
深
め
、

健
康
的
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
の

防
止
で
は
、
少
年
期
か
ら
の
知
識

の
普
及
や
良
い
生
活
習
慣
に
つ
い

て
の
周
知
、
健
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
啓
蒙
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
健
診
の
受
診
率
向
上
の
た

め
、
検
診
料
金
の
一
部
助
成
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
保
持
で
は
、
個

別
の
健
康
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
、
面
談
や
電
話
に
よ
る
相
談
事

業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
流
行
及

び
長
期
化
に
よ
り
、
国
民
の
生

命
・
健
康
は
も
と
よ
り
、
社
会
経

済
に
も
極
め
て
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
民
へ
の
円
滑
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実

施
す
る
た
め
、
国
、
都
道
府
県
及

び
市
町
村
が
協
力
し
合
い
、
身
近

な
地
域
に
お
い
て
接
種
が
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
及
び
性
質
に
応
じ

て
効
率
的
に
接
種
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
接
種
順
位
や

接
種
日
時
、
接
種
場
所
等
に
つ
い

て
随
時
町
民
へ
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
町
民
か
ら
の
予
約
相
談

窓
口
を
開
設
す
る
な
ど
、
円
滑
に

接
種
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

高
齢
者
福
祉
対
策
及

び
介
護
保
険
事
業

障
が
い
者
福
祉
関
係

町
民
の
健
康
増
進
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町
立
保
育
所
で
は
、
職
員
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
保
護
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
内
に
設
置
し
て

い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
ん
な
の
広
場
や
遊
び
の
広
場
な

ど
親
子
遊
び
の
場
の
提
供
、
子
育

て
相
談
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
１
０
月
か
ら
始
ま
っ

た
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

よ
り
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
へ

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
拡
大
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
、
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚

園
に
２
人
以
上
で
入
所
の
就
学
前

第
２
子
以
降
の
児
童
の
無
料
化
に

つ
い
て
も
継
続
し
、
子
育
て
支
援

の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
い
ず
み
保
育
園
に
お
い

て
、
よ
り
質
の
高
い
幼
児
期
の
保

育
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

認
可
外
保
育
施
設
か
ら
認
可
保
育

所
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
認
可
移
行
す
る
た
め

の
運
営
費
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
学
童
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
昼
間
、

留
守
家
庭
の
児
童
の
放
課
後
等
に

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
新
開
寿
の
家
と
南
栄
町
老
人
憩

の
家
を
統
合
し
た
中
規
模
の
集
会

施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
・

実
施
設
計
を
実
施
し
、
令
和
４
年

度
で
の
新
施
設
完
成
に
向
け
た
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
環

境
問
題
対
策
へ
の
取
組
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
意
識
を
持
っ
て

環
境
負
荷
の
少
な
い
生
活
様
式
へ

と
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
」
の
言
葉
ど
お
り
、

自
然
に
優
し
い
循
環
型
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
ご
み

減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み

堆
肥
化
容
器
購
入
補
助
や
廃
食
用

油
、
小
型
家
電
、
衣
類
等
の
無
料

回
収
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
海
岸
漂
着
物
の
回
収
・
処
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
事
業
を
利

用
し
て
静
狩
地
区
・
旭
浜
地
区
・

長
万
部
地
区
に
つ
い
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
は
、
低
炭
素
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
の
節
電
対
策
を
強

化
す
る
た
め
、
各
団
体
が
管
理
し

て
い
る
街
路
灯
の
電
気
料
金
補
助

及
び
設
置
改
良
補
助
を
継
続
い
た

し
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
に
補

助
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
交
換
の
推
進
と

維
持
管
理
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
か
ら
引

き
継
ぎ
を
し
た
、
し
尿
処
理
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
度

は
処
理
棟
を
解
体
し
、
令
和
４
年

度
で
は
そ
の
他
の
施
設
を
解
体
す

る
計
画
で
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
酪
農
経
営
の
安
定
的
発
展
を
図

る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

合
や
乳
牛
検
定
組
合
等
に
対
す
る

助
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
の
コ
ス
ト
低
減

と
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
、
町
営

に
よ
る
公
共
牧
場
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
肉
用
牛
は
、
町
有
貸
付
牛
の
貸

付
け
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
業
共
済
組
合
や
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
生
産
者

の
技
術
支
援
や
巡
回
指
導
等
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
営
草
地
整
備
事
業
は
、
公
共

牧
場
を
含
め
た
実
施
計
画
区
域
で
、

草
地
整
備
改
良
２
１
４
．
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
暗
渠
排
水
３
０
．
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
な
ど
の
整
備
事
業
を
令

和
４
年
度
ま
で
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
地
区
の
農
地
及
び
営
農
用
水

施
設
等
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
を
実
施
し
、
保
全
活
動
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
は
、

就
農
フ
ェ
ア
等
に
長
万
部
町
の

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

や
就
農
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
町
有
林
保
育
事
業
と
し
て
は
、

町
有
林
の
多
面
的
な
機
能
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
地
拵
・

植
栽
、
下
刈
、
間
伐
、
皆
伐
事
業

な
ど
の
一
体
的
な
森
林
整
備
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
有
林
保
育
事
業
は
、「
未
来

に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
」

に
よ
る
造
林
奨
励
事
業
補
助
を
行

う
と
と
も
に
、
町
単
独
事
業
と
し

て
「
民
有
林
造
林
推
進
下
刈
奨
励

事
業
」
に
よ
る
下
刈
事
業
補
助
を

行
い
、
林
業
振
興
と
森
林
機
能
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
分
収
造
林
事
業
と
し
て
は
、
分

収
造
林
契
約
地
の
下
刈
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
営
事
業
は
、
豊
津
地
区
の
町

有
林
及
び
民
有
林
事
業
推
進
の
た

め
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
基
幹
林
道
豊
津
黒
岩
線
整
備

を
、
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
ヒ
グ
マ

や
エ
ゾ
シ
カ
に
加
え
、
キ
ツ
ネ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
小
動
物
に
よ
る

農
業
被
害
も
増
加
傾
向
で
あ
る
た

め
、
緩
衝
帯
整
備
や
戸
締
り
の
徹

底
等
に
よ
り
物
理
的
な
侵
入
経
路

を
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
対
策
を
徹
底
す

る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
を
捕
獲
す

る
た
め
の
箱
わ
な
を
増
加
し
、
被

害
農
場
の
畜
舎
周
辺
等
に
設
置
す

る
こ
と
で
個
体
数
の
調
整
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
業
被
害
の
未
然
防
止
及
び

特
定
外
来
生
物
の
侵
入
・
定
着
阻

止
の
た
め
、
長
万
部
町
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
が
そ
の
取
組
の

中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
対
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
の
令
和
２
年
に
お
け
る
ホ

タ
テ
貝
養
殖
漁
業
の
漁
獲
量
及
び

地
域
会
館
関
係

生
活
環
境
関
係

農

業

振

興

林

業

振

興

漁

業

振

興

児
童
福
祉
関
係
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漁
獲
金
額
は
、
一
昨
年
か
ら
の
記

録
的
な
斃
死
な
ど
の
生
育
不
良
か

ら
回
復
し
、
漁
獲
量
で
１
２
，
４

７
４
ト
ン
、
漁
獲
金
額
で
は
２
１

億
８
，
８
９
１
万
円
と
な
り
、
前

年
と
比
較
し
、漁
獲
量
は
85
．５
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
漁
獲
金

額
で
は
15
．
９
％
の
増
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
費
の
低
迷

や
中
国
な
ど
の
海
外
輸
出
が
低
迷

し
、
単
価
の
下
落
が
激
し
い
こ
と

が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
は
、
本
年

２
月
に
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術

普
及
指
導
所
が
調
査
し
た
結
果
、

一
昨
年
よ
り
５
カ
年
計
画
で
開
始

し
た
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
事

業
に
て
管
外
よ
り
移
入
し
た
稚
貝

を
含
め
、
お
お
む
ね
良
好
な
生
育

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
注

意
深
く
生
育
調
査
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
漁
業
振
興
で
は
、
漁
港
街
路
灯

電
気
料
の
補
助
を
行
い
、
漁
家
経

営
の
安
定
化
と
健
全
な
育
成
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
長
万
部
漁
港
の
機
能
保
全
工

事
や
静
狩
漁
港
の
漂
砂
対
策
と
し

て
、
防
砂
堤
の
新
設
工
事
を
行
う

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
域

経
済
の
縮
小
が
続
く
中
、
本
町
の

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
商

工
会
へ
の
運
営
費
助
成
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
の
育
成
と
経

営
安
定
の
た
め
、
商
工
会
と
連
携

し
、
中
小
企
業
融
資
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
、
利
子
補
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ま

ん
べ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
、
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
た
上
で
積
極
的
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
振
興
が
図
ら

れ
る
よ
う
利
用
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部

駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
長
万

部
観
光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所

は
、
本
町
の
観
光
案
内
は
も
と
よ

り
名
産
品
販
売
所
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
お
り
、
国
内
を
は
じ
め
外

国
人
観
光
客
や
町
民
の
方
に
利
用

さ
れ
、
地
域
経
済
へ
の
寄
与
が
見

受
け
ら
て
お
り
ま
す
。
令
和
３
年

度
も
引
き
続
き
助
成
を
行
い
、
観

光
の
拠
点
と
な
る
案
内
所
の
運
営

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
長
万
部
温

泉
の
温
泉
井
維
持
管
理
事
業
に
助

成
し
、
温
泉
施
設
の
安
全
と
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
ま
す
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に

ま
つ
り
」
に
助
成
し
、
地
域
特
産

物
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
町

内
外
の
各
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
観
光
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
更
な
る
観

光
振
興
・
地
域
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

全
国
的
に
雇
用
情
勢
は
不
安
定
と

な
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
は
、
良
質
で
安
定

的
な
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
引

き
続
き
渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用

促
進
支
援
協
議
会
等
関
係
機
関
と

連
絡
を
密
に
し
、
求
人
情
報
や
各

種
事
業
等
の
周
知
を
進
め
る
と
と

も
に
、
国
や
道
と
連
携
し
て
雇
用

の
確
保
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
近
年
の
消
費
生
活
相
談
の
多
様

化
に
伴
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
渡

島
管
内
の
す
べ
て
の
市
町
と
協
力

し
て
、
よ
り
高
度
な
対
応
が
で
き

る「
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
相
談
引
継
ぎ
体
制
を
整
え
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
町
で
は
、
北
海
道
が

交
付
す
る
地
方
消
費
者
行
政
強
化

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
担
当
職

員
を
専
門
的
な
研
修
に
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
資
質
向
上
を
行
い
、

更
な
る
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
木
事
業
で
は
、
国
の
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
町
道
橋
の
橋
梁
点
検
調
査
業

務
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町

道
橋
は
５
年
に
１
度
の
法
定
点
検

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
町
道
橋
78
橋
の
う
ち

９
橋
に
つ
い
て
の
点
検
調
査
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
策
定
さ

れ
た
長
万
部
町
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
つ
い
て
、
同
じ
く
国
の

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業
を

活
用
し
て
令
和
３
年
度
に
再
策
定

を
行
い
、
今
後
の
町
道
橋
の
点
検

及
び
修
繕
を
円
滑
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
町
道
の
舗
装
補
修
工

事
や
排
水
路
の
清
掃
、
河
川
の
土

砂
除
去
な
ど
、
計
画
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
事
業
で
は
、
長
万
部
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
及
び
あ
や
め
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
や
国
及
び
北
海
道
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和
３
年
度

の
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
慎
重
に

判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
事
業
で
は
、
夜
間
停

電
時
に
お
け
る
入
居
者
避
難
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
町
営
住
宅
は

ま
な
す
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

共
用
廊
下
・
階
段
に
設
置
し
て
い

る
非
常
照
明
用
器
具
の
交
換
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
に

伴
う
町
営
住
宅
南
部
団
地
移
転
に

係
る
新
団
地
建
設
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
は
基
本
設
計
を
実
施
し
、

移
転
建
替
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
の
他
、
住
宅
施
設
や
設
備
の

維
持
、
修
繕
な
ど
、
計
画
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
利
用
状
況
は
、

商
工
・
観
光
振
興

労

政

関

係

建

設

関

係

公
共
下
水
道
事
業

消

費

生

活

相

談

関

係
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令
和
３
年
１
月
末
現
在
、
供
用
開

始
区
域
内
人
口
３
，
７
２
６
人

に
対
し
、
下
水
道
接
続
人
口
は

２
，
８
６
９
人
で
、
水
洗
化
率
７

７
．
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め
、

自
主
財
源
の
適
正
な
確
保
と
経
営

の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
供
用

開
始
し
た
汚
水
処
理
施
設
は
、
し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
等
を
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
入
れ
て
順
調
に
稼
働
処
理

を
行
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度
も

引
き
続
き
万
全
の
体
制
で
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
経
営
状
況
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

で
の
営
業
自
粛
や
学
校
休
校
等
の

影
響
に
よ
り
、
ガ
ス
販
売
量
が
１

月
末
現
在
で
前
年
度
を
下
回
り
、

単
年
度
収
支
で
赤
字
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
、
ガ
ス
本
支
管
の
耐
震
化
対
策

工
事
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
収
益
は
、
ガ
ス
売
上
の
微
減
を

見
込
ん
で
お
り
、
加
え
て
施
設
修

理
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
単
年
度

収
支
で
赤
字
の
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ガ
ス
料
金
は
、
令
和
３
年
度
も

引
き
続
き
、
主
原
料
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
輸
入
価
格
の
変
動
に
よ
り
、

単
位
料
金
単
価
を
調
整
す
る
「
原

料
費
調
整
制
度
」
に
基
づ
い
て
、

ガ
ス
供
給
条
例
で
定
め
る
料
金
を

毎
月
調
整
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ガ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
厳
し
い
経
営
環
境
で
は
あ

り
ま
す
が
、
保
安
の
確
保
と
安
全

性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

健
全
な
経
営
を
図
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
給
水
件
数
、

給
水
量
と
も
に
１
月
末
現
在
で
、

前
年
度
よ
り
下
回
り
ま
し
た
が
、

経
費
の
節
減
に
よ
り
、
単
年
度
収

支
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
、
静
狩
地
区
水
源
井
戸
掘
削
工

事
及
び
水
道
管
移
設
工
事
等
の
費

用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
収
益
は
、
給
水
収
益
の
微
減
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
経
費
の

減
少
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で
黒

字
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
経
費
の
節
減
を
図
り
効

率
的
な
事
業
運
営
を
実
施
し
、
安

全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
皆
様
の
健
康
を
支
え
る
町
内

唯
一
の
病
院
と
し
て
、
ま
た
、
救

急
告
示
病
院
と
し
て
、
そ
の
機
能

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
内
科
医
師
３
名
、

総
合
診
療
科
医
師
１
名
の
医
師
４

名
に
よ
る
診
療
体
制
と
な
り
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
北
大
小

児
科
か
ら
医
師
派
遣
を
い
た
だ
き

小
児
科
診
療
及
び
函
館
の
民
間
病

院
に
よ
る
月
２
回
の
整
形
外
科
診

療
と
、
２
か
月
に
１
回
の
眼
科
診

療
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
曜
日
と
日
曜
日
の
救
急
医
療

に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
大
病
院
な

ど
か
ら
医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
き

診
療
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
予
防
対
策
と
感
染

対
策
の
徹
底
、
ま
た
、
高
齢
化
の

進
展
や
多
様
化
す
る
診
療
需
要
等
、

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
病
院
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
医
療
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
営
安
定
化
に
努
め
、

訪
問
診
療
や
健
康
診
断
・
各
種
検

診
及
び
予
防
接
種
等
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
信

頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
近
年
の
複
雑
多
様
化
、
大
規
模

化
す
る
火
災
や
災
害
に
対
応
す
る

万
全
な
消
防
力
を
確
立
す
る
た
め
、

指
揮
車
及
び
災
害
支
援
車
を
用
い

た
現
場
指
揮
体
制
の
強
化
や
、
消

防
施
設
・
水
利
の
整
備
に
努
め
、

住
民
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、

重
大
な
違
反
対
象
物
に
係
る
公
表

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査
を

徹
底
し
違
反
是
正
を
促
す
と
と
も

に
、
避
難
訓
練
や
防
火
指
導
に
よ

り
予
防
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火

災
に
よ
る
被
災
者
の
抑
制
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
下
宿
や
寄
宿
舎
な
ど
に

居
住
す
る
要
配
慮
者
の
被
災
を
防

ぐ
た
め
、
特
別
査
察
や
防
火
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
か
ら
10
年
が
経
過

し
て
い
る
た
め
、
早
期
更
新
の
普

及
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
医
療

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
迅
速

な
救
急
搬
送
態
勢
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
救
急
救
命
士
養
成
や
医

療
研
修
機
関
に
派
遣
し
高
度
な
知

識
技
術
を
修
得
さ
せ
る
な
ど
、
救

急
隊
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
団
員
の
技
術
向
上
や
国
が
定
め

る
装
備
基
準
に
基
づ
き
装
備
資
機

材
を
計
画
的
に
整
備
し
、
団
員
の

安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

水

道

事

業

町
立
病
院
事
業

消

防

関

係

ガ

ス

事

業
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
学
校
で
は
臨
時

休
業
や
行
事
の
中
止
・
見
直
し
を

行
い
、
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て

も
臨
時
休
館
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
・
縮
小
す
る
な
ど
多
大
な
影

響
が
生
じ
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
な
お
、
収
束
が
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
や

北
海
道
か
ら
の
指
示
や
方
針
を
重

く
受
け
止
め
、
町
と
連
携
し
た
感

染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

学
校
教
育
事
業
及
び
社
会
教
育
事

業
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
地

域
の
未
来
を
創
造
す
る
人
づ
く
り

文
化
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
生
涯
学

習
の
推
進
、
家
庭
・
学
校
教
育
の

充
実
、
地
域
文
化
の
育
成
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育

課
程
編
成
】

　
小
学
校
及
び
中
学
校
で
は
、
新

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
課
程

が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
も
、
新
学
習
指

導
要
領
に
沿
っ
た
授
業
改
善
を
進

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の

学
ぶ
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
、
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活
動

の
推
進
】

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴

う「

１
人
１
台
端
末
整
備
」と「
校

内
通
信
環
境
整
備
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
学
習
保
障
に

対
応
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
に

お
い
て
整
備
が
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
や
学
校
行
事
が
始
ま
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
幼
・
小
・
中
・
高
・
大
学
連
携

に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
】

　
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
あ
る
本

町
の
特
色
を
最
大
限
に
活
か
し
た

教
育
が
行
え
る
よ
う
、「
長
万
部

町
教
育
連
携
会
議
」
な
ど
を
活
用

し
、
課
題
を
整
理
・
検
討
し
て
、

学
校
教
育
活
動
の
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
た
取

組
】

　
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
目
的
と
し
、
学
校
と
地

域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

協
力
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
学

校
運
営
協
議
会
」
に
お
い
て
、
学

校
に
お
け
る
様
々
な
学
習
活
動
に

対
し
て
、
地
域
人
材
の
活
用
機
会

を
検
討
し
、「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
学
力
・
体
力
向
上
な
ど
へ
の
取

組
】

　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実

施
と
町
独
自
の
標
準
学
力
テ
ス
ト

の
実
施
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
学

習
に
対
す
る
理
解
度
に
つ
い
て
の

把
握
に
努
め
、
授
業
内
容
に
工
夫

を
加
え
る
な
ど
、
学
力
向
上
に
繋

げ
る
た
め
の
授
業
改
善
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力

の
向
上
の
た
め
、
家
庭
学
習
の
定

着
化
と
読
書
活
動
の
取
組
に
つ
い

て
、
保
護
者
へ
の
啓
発
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
体
力
向
上
の
取
り
組
み
で
は
、

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
を
実
施
し
て
、
児
童
生

徒
の
実
態
と
課
題
を
分
析
い
た
し

ま
す
。ま
た
学
校
に
お
け
る
体
育
・

健
康
に
関
す
る
改
善
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お

い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
自
己

の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
た
め
の

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
一
環
と
し

て
の
「
ふ
る
さ
と
学
」
に
つ
い
て

も
、
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組
】

　
「
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
」
に
は
、
学
校

内
の
教
職
員
同
士
が
協
力
し
、
児

童
生
徒
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
支
援
委
員
会
議
な

ど
を
通
じ
て
、
各
関
係
機
関
と
の

情
報
連
携
を
図
り
、
就
学
前
か
ら

の
情
報
収
集
に
努
め
、
就
学
指
導

を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
い
じ
め
防
止
・
不
登
校
等
児
童

生
徒
へ
の
取
組
】

　
い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
「
い
じ

め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
」

と
い
う
強
い
意
識
を
持
た
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
繋
げ
、
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
不
登
校
等
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
学
校
適
応
指
導
専
門
員
の
配

置
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
を
行
う
な
ど
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
期
的
な

家
庭
訪
問
や
保
護
者
と
の
連
絡
を

取
り
合
う
な
ど
、
不
登
校
解
消
に

令和３年度

教育行政執行方針
　令和３年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、
長万部町教育委員会が所管する教育行政の執行方針につ
いて、近藤英隆教育長がその大綱を表明しました。

は
じ
め
に

学
校
教
育
に
つ
い
て
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向
け
て
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

取
組
】

　
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

『
長
万
部
町
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
』」
に
基
づ
き
、
本
来
担
う
べ

き
業
務
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整

備
や
「
学
校
閉
庁
日
」
の
設
定
な

ど
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
係
る

取
組
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
】

　
児
童
生
徒
の
安
心
、
安
全
の
た

め
に
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
や

安
全
性
の
点
検
・
確
認
を
随
時
実

施
し
、
適
切
な
修
繕
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
高
等
学
校
支
援
】

　
長
万
部
高
等
学
校
の
生
徒
確
保

に
向
け
、
制
服
購
入
費
補
助
、
通

学
費
補
助
、
奨
学
金
制
度
を
実
施

し
、
通
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
行

う
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
長
万
部
高
校
の
教
育

を
地
域
と
と
も
に
考
え
る
会
」
へ

の
支
援
を
行
う
な
ど
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
通
学
路
の
安
全
確
保
】

　
児
童
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
長
万
部
町
青
少

年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
に
は
、

「
合
同
点
検
」
の
実
施
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
な
ど
か
ら
の
危

険
と
思
わ
れ
る
場
所
の
情
報
提
供

に
対
し
て
、
安
全
確
保
に
向
け
た

可
能
な
限
り
迅
速
に
か
つ
効
果
的

な
対
応
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
不
審
者
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
注
意
喚
起
を
行
う
な

ど
の
速
や
か
な
対
応
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

【
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
】

　
献
立
内
容
の
工
夫
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
学
校
給
食
施
設
の
衛

生
管
理
基
準
」
に
基
づ
く
調
理
作

業
の
実
践
と
食
材
調
達
に
お
け
る

産
地
・
鮮
度
確
認
の
厳
格
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、　
調
理
環
境
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
食
育
の
推
進
】

　
各
学
校
ご
と
に
策
定
さ
れ
た
食

育
計
画
に
基
づ
き
指
導
し
て
お
り
、

今
年
度
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
も

ち
ろ
ん
、
食
べ
物
を
無
駄
に
し
な

い
意
識
の
醸
成
と
定
着
を
図
り
、

食
に
対
す
る
知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
指
導
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
育
の
実
現
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
給
食
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
保

護
者
な
ど
へ
の
広
報･

啓
発
活
動

を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
給
食
材
料
の
選
定
】

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
原
材
料
価
格

の
動
向
を
見
極
め
、
食
材
な
ど
を

工
夫
し
な
が
ら
、
地
元
食
材
の
使

用
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
給
食
費
の
未
納
・
滞
納
解
消
へ

の
取
組
】

　
給
食
費
の
未
納
と
滞
納
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
未
納

者
へ
の
通
知
や
訪
問
な
ど
に
よ
る

督
促
の
ほ
か
、
児
童
手
当
か
ら
の

特
別
徴
収
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
今
後
も
長
万
部
町
債
権

管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
滞
納
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
推
進
の
取
組
】

　
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
第
四
次

長
万
部
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

人
づ
く
り
や
町
づ
く
り
を
目
指
し

た
社
会
教
育
活
動
の
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
活
動
や
、
自
発
的
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
各
種
団
体
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
、

世
代
に
応
じ
た
学
習
活
動
と
体
験

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
文
化
活
動
振
興
の
取
組
】

　
町
民
の
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
文

化
サ
－
ク
ル
と
連
携
し
、
文
化
活

動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
文
化
ホ
－
ル
を
活
用
し
た

舞
台
芸
術
鑑
賞
・
発
表
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
長
万
部
町
文
化

協
会
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
読
書
週
間
の
定
着
を
図

る
た
め
、
親
し
み
や
す
い
図
書
館

を
目
指
し
た
事
業
を
実
施
し
、
図

書
館
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
・
保
存
・
活
用
の

取
組
】

　
「
東
蝦
夷
地
南
部
藩
陣
屋
跡
ヲ

シ
ャ
マ
ン
ベ
陣
屋
跡
」、「
二
股
温

泉
の
石
灰
華
」、
静
狩
湿
原
な
ど

の
保
護
・
保
存
活
動
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴

う
道
教
育
委
員
会
の
埋
蔵
文
化
財

調
査
に
も
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
の
取
組
】

　
町
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
社
会
活
動
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
万
部
町
ス
ポ
－
ツ
協
会
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
学
校

及
び
地
域
団
体
と
連
携
し
、
生
涯

ス
ポ
－
ツ
の
普
及
・
定
着
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
と
し
て
、

「
町
民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

や「
冬
の
レ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
主
催
す
る
各
種

競
技
会
や
各
種
大
会
を
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
プ
ー
ル
の
よ
り
一
層
の
活

用
を
図
る
た
め
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と

連
携
し
な
が
ら
、
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管

理
】

　
　
社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管

理
の
た
め
、
随
時
、
安
全
性
の
点

検
・
確
認
を
実
施
し
、
適
切
な
修

繕
・
更
新
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

社
会
教
育
に
つ
い
て
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４月１日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

●議会事務局

●消　　　防

●教育委員会

●病　　　院

教  育  長 近　藤　英　隆

病　院　長 伊　藤　　　淳

係　　　名 主幹・係長・主査 係
出　納　室

室　　長　岡野喜美雄　　（兼）会計管理者
出 納 杉野　　匠　畑中　佑太

係　　　名 主幹・係長・主査等 係

看護師長　草刈　志穂

　　　　　伊藤　純香

事 務 長　佐藤　　修

事務次長　橋本　啓一

薬 局

放 射 線 科 主幹　田中　茂昭
係長　坂本　　譲

臨 床 検 査 科 係長　片倉　大輔

看 護 部 副看護師長
　　　古谷　雅嗣

佐藤　敏子　田中　明美　佐藤　朋子
青木　美香　安田　清美　鈴木まこと
河副　真樹　大室　謡子　松井奈津子
兼松小百合　浅井　千春　小松　　愛
鈴木　歌織　本田あずさ

機能回復訓練室 佐藤　聖馬
中 央 材 料 室
栄 養 管 理 科 主幹　原田　操子 種市友樹子
庶 務 係 係長　小川麻衣子
医 事 係 係長（兼）橋本　啓一 福嶋　瑞穂

学校教育課
課　　長　対馬　政宏 学 校 教 育 係長　小林　隆弘 三浦　安奈　小瀬　将史

社会教育課
課　　長　神野　隆之 社 会 教 育 係長　濱田　偉大 鈴木　雅裕　佐藤　涼太

学校給食センター
センター長　逢見　祐二 （道職員　犬塚　香雅里）

消 防 長　　中田義之

署　　長　　沼田明宏

庶 務

伊藤　敏也

土橋　慶太 角田　勇次　渋川　侑史
伊藤　章吾

予 防 小松　　稔 工藤　幹典　平澤　淳規
髙橋　直樹

警 防 山下　健一 中兼　孝信　相木　郁弥
髙橋　由嗣　大野直輝（新採用）

救 急 小山内美宏 三上　勇樹　佐々木優太
平田　裕也

事務局長　豊嶋　慎一 議 事 主幹兼係長
　　　増田　理恵 工藤　大智
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長万部町行政機構図 （令和３年４月１日現在）

町　 　長 木　幡　正　志

副  町  長 佐　藤　英　代
係　　　名 主幹・係長・主査 係

総　務　課

課　　長　佐藤　　久

総 務 係長　伊藤　　篤 田島　謙充　（兼）吉井雄貴
眞壁　直也（北海道へ派遣）

防 災 交 通 係長　小野　昌文 岡田　　幸　（兼）田島謙充

財 政 主幹　工藤　貴司
係長　小川　博樹 加藤　綾香　吉井　雄貴

産業振興課

課　　長　小川　　洋

農 林 主幹　田中　俊和
係長　横手　宏匡 石田　翔太　阿部　拓馬（北海道より派遣）

商 工 観 光 係長　嵯峨　友和 佐藤　大典
水 産 係長　篠田　幸伸 （兼）佐藤大典

税　務　課

課　　長　本前　武広

税 務 主幹　田中　　浩
係長　新保　明宣 高﨑　十真　中山　優大

債 権 回 収 主幹兼係長
　　　前田　和也 安澤　駿輝

町　民　課

課　　長　佐藤　　剛

清掃センター長（兼） 佐藤　　剛

戸籍医療年金 主幹　佐藤　　敦
係長　菅野　育美

深川　　望　長田恵理子　神　　有咲
川村　界斗

生 活 環 境 係長　田中　友彦
主査　岡島　貴幸 西川　淳一　虻川　竜二

保健福祉課

課　　長　岡部　　忠

健康推進室長　野澤　明子

保育所長　米代　　剛

福 祉 主幹　田野　憲哉
係長　長田　朋裕 種市　慎士

介 護 支 援 係長　佐々木　学 高林　洋嗣　梨木　陽介

健 康 推 進 係長（兼）野澤　明子 武田　典子　杉野　史　澤口　夏澄　
深川　光彦（新採用）　菊地　実季（新採用）

包 括 支 援 係長　鈴木　貴之 田中　秀和　三田　藍　池田　雄二郎

保 育 係長　篠田　朋子
木内まり子　千葉美智子　湯浅佳那子
三原　範子　千葉　友香　加賀谷　愛
兼平　綾乃　坂田このみ

建設課

課　　長　加藤　慶一

管 理 主幹　加藤　典明
係長　平　　和則

建 築 公 園 係長　上野　　訓 鈴木　浩太
土 木 係長　山下　淳一 白内　一昌
道 路 維 持 係長　外﨑　和彦 堀　有希宏

水道ガス課

課　　長　中里　博也

管 理 主幹　金谷　英俊
係長　北山　豊成 岸　　友真

上 下 水 道 主幹　阿保　法彦
係長　逢見　法人

ガ ス 導 管 主幹兼係長
　　　藤井　弘道 加藤　卓人

ガ ス 小 売 係長　廣田　　栄 畠山　　隼

まちづくり推進課
課　　長　中山　裕幸 企 画 係長　小山内敏洋 佐々木脩人　澤田　拓哉

（兼）中村絵美

農業委員会
事務局長（併）　小川　　洋 農 　 地 主幹（兼）田中　俊和

係長（兼）横手　宏匡 （兼）石田翔太　（兼）阿部拓馬

新幹線推進課
課　　長　岸上　尚生

新 幹 線 ・
政 策 推 進 係長　大澤　貴文 宇藤　貴章　中村　絵美　古西　祥衛
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◆健診等に来所される際のお願い◆
★感染症予防ため、以下の点にご協力お願いします。
〇来所の際は必ずマスクを着用する。
〇当日は発熱、体調の変化がないことを確認し来所する。
〇会場の混雑緩和のため、必ず受付時間に来所する。

ふれあい健康センターでは1年をとおして下記の事業を実施しています。

詳細については、随時広報でお知らせします。

事　　　業　　　名 対　　象　　者 実　施　日　程 会　　　　　場

母
　
と
　
子

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談

生後4ヵ月・7ヵ月
10ヵ月・1歳の乳幼児　
※対象者には個別通知

毎月第4火曜日

ふれあい健康センター1歳6ヵ月児・3歳児・5歳児
健 康 診 査

1歳6ヵ月・3歳・5歳の幼児
※対象者には個別通知

5月・7月・9月・11月・
1月・3月の第3火曜日

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

歯が上下４本ずつ
生えてから入学前

※2歳児のみ個別通知
5月・8月・11月・2月の

第4木曜日

す く す く 教 室 ・
の び の び 広 場 妊婦、乳幼児とその保護者 偶数月の第3水曜日 子育て支援センター

ふれあい健康センター
エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診 小学校3年生以上 7月29日㈭ 長万部町立病院

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性

7月頃～通年 八雲総合病院
5月頃～通年 伊達赤十字病院

6月5日㈯、10月1日㈮
11月12日㈮

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

9月17日㈮ ふれあい健康センター

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性

通　年 長万部町立病院
7月頃～通年 八雲総合病院
5月頃～通年 伊達赤十字病院

6月5日㈯、10月1日㈮
11月12日㈮

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

9月17日㈮ ふれあい健康センター

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性
通　年 長万部町立病院

6月5日㈯、10月1日㈮
11月12日㈮

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

特 定 健 診
国民健康保険加入の
40歳以上の方

※対象者には個別通知

通　年
長万部町立病院

黒松内町国保くろまつ
ないブナの森診療所

8月21日㈯、10月28日㈭
2月3日㈭ ふれあい健康センター

後 期 高 齢 者 健 康 診 査
後期高齢者保険に
加入している方

※対象者には個別通知

8月21日㈯
10月28日㈭
2月3日㈭

ふれあい健康センター
健 康 診 査 生活保護を受けている

40歳以上の方
肝 炎 検 査 40歳以上
胃 が ん 検 診 40歳以上
肺 が ん 検 診 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

大 腸 が ん 検 診 40歳以上

6月14日㈪～18日㈮

ふれあい健康センター
8月21日㈯、10月28日㈭

2月3日㈭
9月13日㈪～9月17日㈮
3月14日㈪～18日㈮

頭 の 検 診 40歳以上 7月15日㈭～17日㈯ ふれあい健康センター
健
康
教
室

げ ん き 倶 楽 部 全町民 毎週水曜日 ふれあい健康センター
げ ん き 出 前 教 室 全町民 通　年 要望先
健 康 料 理 教 室 おおむね65歳以上の方とその家族 通　年 要望先

保 健 相 談 ・ 栄 養 相 談 全町民 役場窓口・電話で随時
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町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

24 時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ こ は
５８－０

お しゃまんべ
４８

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

　今年も各がん検診が無料で受けられるクーポン券を発行し
ます！

◆対象者：町民の方で下記の生年月日の方

※対象年齢の方には案内文書を７月頃に送付予定です。
※無料クーポン券を利用できる医療機関は決められています。
※長万部町立病院では４月から、伊達赤十字病院、対がん協

会（札幌がん検診センター）では５月から、函館方面、八雲
総合病院は７月頃から無料クーポン券利用可能予定です。

◆ がん検診無料クーポン券のお知らせ ◆
　子育ての楽しさや心配ごとなどをお母さん同士で情報交換しません
か？のびのび広場と合同の実施です。
　妊婦さんも先輩お母さんの話を聞いたり、赤ちゃんとふれあう機会
としてぜひ遊びにいらしてくださいね。
　申し込みの必要はありませんので、当日直接会場へお越しください。
☆日　時　　４月１４日㈬午前１０時～１１時３０分
☆会　場　　子育て支援センター（さかえ保育所）
☆対　象　　生後３ヶ月以降のお子さんと保護者。妊婦さんも歓迎！
☆テーマ　　母子保健事業について・女性の健康づくり

　令和元年度から３年間、昭和３７年４月２日～昭和５４年４月１日生
まれの男性の方を対象に、風しんの抗体検査、予防接種の助成を
行っています。
　対象者には昨年度、抗体検査と予防接種が無料で受けられるクー
ポン券を送付しています。
　今年度で助成が終了しますので、対象の方は忘れずに受けてくだ
さい。

すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！

成人男性の風しん対策[令和３年度で助成終了]のお知らせ

※令和３年度接種対象者の方には、個別に接種勧奨通知を送付しています。

～忘れていませんか？予防接種～

令和３年度　対象の方へ

令和３年度　対象の方へ

成人用２３価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）を１回接種

長万部町立病院

１．令和３年度中に、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、
９０歳、９５歳、１００歳になる方

　※経過措置の令和元年度から令和５年度までの間は年度
ごとに対象となる方は変わります。

下記の表は令和３年度の対象者です。

２．６０歳以上６５歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器
の機能の障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
障がいを有する方

　日常的に生じる成人の肺炎のうち２～３割は肺炎球菌が原因と考
えられています。そのため令和元年度から令和５年度まで６５歳、７０
歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳又は１００歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日までの方を対象に助成を行っています。
　※注意：過去に１回でも肺炎球菌（ニューモバックス）の接種を受
けた方は助成の対象外となります。

対象年齢

接種方法

接種医療機関

対象年齢 生　年　月　日
65歳 昭和31年４月２日生～昭和32年４月１日生
70歳 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生
75歳 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生
80歳 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生
85歳 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生
90歳 昭和 6年４月２日生～昭和 7年４月１日生
95歳 大正15年４月２日生～昭和 2年４月１日生

100歳 大正10年４月２日生～大正11年４月１日生

成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ

◇新型コロナウイルスワクチンについて◇
　新型コロナウイルスワクチンの接種が医療従事者から始まっ
ています。
　ワクチンは徐々に供給されていくため下記の接種順位で実施
していく予定です。
（１）医療従事者
（２）高齢者（令和３年度中に６５歳に達する、昭和３２年４月

１日以前に生まれた方）
（３）高齢者以外で基礎疾患を有する方や高齢者施設等で従事

されている方
（４）それ以外の方
　町では、高齢者の方に４月に接種意向調査を実施します。
　（詳しくは折込チラシをご覧ください）
　意向調査をもとに、接種券、予診票と接種日時が記載された
案内を送付します。
　それ以外の方の接種につきましては、ワクチンの供給が決ま
り次第お知らせしていきます。

年齢 生　年　月　日 対象となるがん検診

20歳 平成12年４月２日～平成13年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成７年４月２日～平成８年４月１日

30歳 平成２年４月２日～平成３年４月１日

35歳 昭和60年４月２日～昭和61年４月１日

40歳 昭和55年４月２日～昭和56年４月１日

乳
が
ん
検
診

（
女
性
）

胃・肺・大
腸
が
ん
検
診

（
男
女
）

45歳 昭和50年４月２日～昭和51年４月１日

50歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日 胃
・
肺
・
大
腸
が

ん
検
診
（
男
女
）

55歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日

60歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
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記載事項のお申し込み・お問い合わせは

保健福祉課健康推進室健康推進係（保健師）
☎２－２４５４ 



無視すると

いじめにつながる　入り口だ

● 静狩小学校　福澤　漣太さん

ボランティアは誰でもできます。
小中学生の皆さんなら誰でも加入できます。

●対　　象　小学１年生～中学３年生
●活 動 日　毎週水曜日（祝日・長期休業中・行事の日等を除く）
　　　　　　放課後　学校終了後～１７：００
●集合場所　学習文化センタ－研修室
●活動内容　コミュニケ－ションゲ－ムやものづくり、様々な体験活動など

　　　　　　※登録児童・生徒へ月ごとにスケジュ－ルを配布します。プログラムを見て、参加したい日に
来てください。長期休業中や土日も「特別放課後みっけ教室」を実施します。

　　　　　　　「平日は予定があって、特別教室しか参加できない・・・」でも大丈夫です！
　　　　　　　行ってみようかなと思ったら、ぜひ登録をお願いします♪
　　　　　　　また、「こういう面白いところどうだい？］「ここ自由に使って～」などの情報がありました

ら、ぜひお知らせください。見守りスタッフ（ボランティア）も随時募集しています。

下記のスポ－ツ少年団で団員を随時募集中です。

■スポ－ツ少年団種目

　○柔道　○剣道　○野球

　○サッカー　○水泳　○陸上

●申込期限　５月１４日（金）まで
　後日、学校を通じてチラシを配布します。

●お問い合わせ先　ｏｆｆｉｃｅごえん　中野美貴　☎０９０－６２６７－１０２５

スポ－ツ少年団　団員募集！

放課後みっけクラブ『みっけっ子』を４月から募集します
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☆こどもの読書週間イベント開催のお知らせ☆

ブックスタートを実施しています！

●場　所　学習文化センターロビー
●期　間　２～３週間程度
●方　法　所定の申込用紙に必要事項を記入し、教

育委員会事務局まで提出してください。

図書館では毎月読み聞かせ会を実施しています！
申込不要なので、ぜひ気軽におこしください！

日時：毎月第２・４土曜日　午前１０時３０分から
対象：乳幼児～小学校低学年程度
　　（それ以外の方も参加可能！）
内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居、
　　　手遊び、ペープサート

　４月２３日はこども読書の日。また、４月２３日～５
月１２日のこどもの読書週間にあわせて、子ども向け
の様々なイベントを開催します！
イベントの詳細は決まり次第お知らせします！おたの
しみに♪
※感染予防を徹底して実施いたします

「絵本の読み聞かせ」
を実施しています！

図書館からのお知らせ

　ブックスタートとは、赤ちゃんと保
護者に絵本を開く楽しい体験といっ
しょに絵本を手渡し、心ふれあうひと
ときをもつきっかけをつくる活動です。
長万部町に生まれたすべての赤ちゃん
を対象に乳幼児検診で実施しています。
　体の成長のためにミルクが必要なように、言葉や心
を育むために、温もりの中で優しく語りかける時間が
大切です。大好きな人に優しく語りかけてもらうひと
ときは、赤ちゃんにとってとても幸せな時間です。また、
赤ちゃんと向き合う時間は、周りの大人にとっても忙し
い子育ての中で心安らぐ楽しいひとときにもなります。
　字を読むことや、言葉の意味をすべて理解すること
ができない赤ちゃんでも、大好きな人に話しかけても
らったり、微笑んでもらったりすることをとても幸せ
に感じています。「絵本を読む(read books)」ので
はなく「分かち合う(share books)」を、ぜひ絵本を
使って親子で楽しい時間をお過ごしください。

～住所や電話番号が変更となった方はご連絡を！～

【問い合わせ先】01377-2-5757

　現在、図書館で本やＤＶＤ等を借りるときは、カー
ド登録が必要です。
　この時期は、転出や引っ越しをされ
る方が増えます。住所や氏名、電話番
号等、カードの登録情報が変更となっ
た場合は、図書館にご連絡ください。
　皆さんの御協力をお願いします。

「町民ギャラリー」の
展示者募集中！

～あなたの作品を展示してみませんか！～

　町内で日頃から、絵画や書道、写真等の創作活動
に取り組んでいる、個人やサークルの皆さんの発表
の場として町総合文化祭がありますが、年間を通し
て発表できる場として「町民ギャラリー」がありま
す。
　常に会場を開放してい
ますので、希望の方はお
気軽にご相談ください。

こんにちは　人にあったとき

にいう　だいじなことば

● 長万部小学校　野田　結叶さん
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№２７５ コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

今　金　町

豊 浦 町 黒松内町

八雲町熊石地域八雲町八雲地域

せたな町北檜山区 せたな町大成区せたな町瀬棚区

～４月１日（木）予約受付開始～

～ピクアプラザリカ～ ～熊石青少年旅行村～

～４月８日（木）オープン予定～ ～秘　湯～

４月下旬オープン予定！
清掃日の変更について

●天然豊浦温泉しおさい● ●　　　　　　　　　　　●
スペアリブベーコンが北の

ハイグレード食品２０２１に選定！

● 『せたな青少年旅行村』 ●

● 『４月２９日（木）オープン予定』 ●
● 『町民農園利用者募集します』 ●

● 『春からの営業お知らせ』 ●

●『北檜山パークゴルフ場』● ● 『湯とぴあ臼別』 ●

　３月２１日（日）迄のピリカスキー場営業終了後も館内レストランＲｅｒａ
は日帰り利用の営業を引き続き行います。
　長い冬の疲れを癒しがてら、温泉やお食事をお楽しみ下さい。

◎日帰り営業時間
　ランチタイム　平　日　１１：４５～１３：００※限定定食メニューになります。

　　　　　　　　土日祝　１１：４５～１５：００
◎ご会食について
　現在の状況を鑑みて、会食には制限を設けております。
　■日中の会食（１２：００～１５：００）開始時間より最大２時間までとなります。
　　お一人様２，５００円（税込）～　４名様まで　温泉入浴付
◎宿泊料金（１泊２食付・税込み）
　大人８，０６０円～、小学生５，６４２円～、幼児４，０３０円～より
　※今金町民の方が同伴の場合、グループ全員１，５００円割引になります！
◎日帰り温泉　大人／５５０円　小学生／２００円　幼児／無料
　　　　　　　営業時間（毎日）⇒１２：００～２２：００
【お問い合わせ先】
　クアプラザピリカ　　（☎０１３７－８３－７１１１）

　自然とのふれあいと農業に対する理解の
促進、都市と農村の交流を目的として、「八雲
町町民農園」を開設します。
【区画数】※募集予定数を超えた場合は抽選となります。

　・個人（４５㎡）　　８２区画　
　・団体（１２０㎡）　　２区画
【使用料（１区画当たり）】

　・個人　２，０００円　
　・団体　６，０００円
　※農園で出来た野菜等は販売をしてはいけません。
　※ジャガイモは作付けできる品種が限られています。
　詳しくは下記まで問い合わせください。
【お問い合わせ先】

　八雲町農林課農業振興係
（☎０１３７－６２－２２０３）

　平田内川沿いに広がるキャンプ場「熊石青
少年旅行村」。
　広大な芝生におおわれ、ほどよく点在する
樹木が爽やかな木陰をつくり出します。
　ツリーハウス・キノコログは子どもに大人
気。
　バーベキューコーナーのほか、近くには森
林浴を楽しめるわんぱくの森や川遊びのでき
るちゃぷちゃぷ公園もあり、大自然を満喫で
きます。
◎入村料（１人１日）
　　小・中学生  ２２０円　高校生以上  ４５０円
【お問い合わせ先】

　旅行村管理棟　　　（☎０１３９８－２－３７１６）

　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーンパー

ク・パークゴルフ場が、４月８日（木）オープン

予定。

　１００ｍを超えるロングホールも多数整備

され、その中には日本一とも言われるロング

ホールも。

◎使用料　１ラウンド（高校生以上３１０円、

　　　　　中学生以下・７０歳以上１１０円）

◎場　所　せたな町北檜山区豊岡

【お問い合わせ先】

　まちづくり推進課　　（☎０１３７－８４－５１１１）

　北檜山グリーンパーク

　（☎０１３７－８６－０５３０）

　せたな青少年旅行村が４月２３日（金）

オープン。毎年たくさんのご予約を頂くケビ

ンは、キッチン、ガスコンロ、水洗トイレ、冷

蔵庫、テレビ、暖房器具などの設備に加え、

バリアフリー棟もお目見えしてますます充実。

　バンガローや持込テントサイトもあります。

◎場　所　せたな町瀬棚区西大里

【お問い合わせ先】

　まちづくり推進課　　（☎０１３７－８４－５１１１）

　深い山々に囲まれた臼別渓谷にある秘湯
は地元湯治客や観光客に大人気。
　春夏の緑はもちろん秋の紅葉の美しさも楽
しめる「湯の里」として評判です。
◎清掃日　毎週月曜日、金曜日の午前中
◎場　所　せたな町大成区平浜
　　　　　（国道沿いに看板あり）
◎入浴料　お心のある方に清掃協力金と
　　　　　して１００円頂いています。
【お問い合わせ先】
　大成総合支所庶務係

（☎０１３９８－４－５５１１）

　黒松内町の「特産物手作り加工センター　トワ・ヴェール」の「ス

ペアリブベーコン」が２月２２日に北海道の優良加工食品を選定する

「北のハイグレード食品」に選定されました。

　スペアリブベーコンは肩バラ肉を使用し、脂身が少なく赤身の旨味

を楽しめる商品でポトフなどの煮込み料理に最適です。

　「スペアリブベーコン」はトワ・ヴェールまたは道の駅くろまつない

でお買い求めいただけます。

【お問い合わせ先】　

特産物手作り加工センター　トワ・ヴェール（毎週月曜定休）

☎０１３６－７２－４４１６

道の駅くろまつない　トワ・ヴェールⅡ　　☎０１３６－７１―２２２２

　大きな客船のような外観の大浴場は、源泉かけ流しで噴火湾を眺

めることができます。２０１８年の温泉総選挙のファミリー部門で全

国２位にランクインしました。

　広々とした開放感たっぷりの大浴場で、心も身体も温まり日頃の

疲れを癒しませんか。毎月２６日は風呂の日感謝Ｄａｙとして、大人

３００円で入館できます。

■入館料　大人６００円

■入館時間　午前１０時から午後９時（午後８時３０分までに入館）

【お問い合わせ先】

　天然豊浦温泉しおさい　　０１４２－８３－１１２６

【はしっこ同盟】
豊浦町・黒松内町の情報コーナー

№23
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　こんにちは！新年度最初の地域おこし協力隊通信は、かめちゃんが担当します！昨年度に引き続き、
様々なことにチャレンジしていきたいと思っています。

「長万部空き店舗プロジェクト」→
https://instagram.com/
　　　　　oshamambe_revolution

※いずれのURLでも同じ内容を見ることができます。

「おしゃまんべのかめチャンネル」→
https://www.youtube.com/channel/
UC7WtmGOyPa5FRXcmWcQDuxQ

　１／１３（水）～２／１４（日）まで開催していました、「大鉄道写真展―長万部展―」ですが、おかげ
さまで好評のうちに幕を閉じることができました！「昔この車両に乗って通学していた」「知り合い
の作品があってびっくりした」など、色々な人からご感想を頂きました。この場を借りて、ご協力い
ただいた皆様、ご来場いただいた皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。今年度も、感
染症対策を充分に取りつつ、いくつかイベントを計画していく予定ですので、そちらもぜひよろしく
お願いします！

　３月１８日、先月広報でもお知らせしていたとおり、地域おこし協力隊の３名で昨年度の活動報告
会を行いました！地域おこし協力隊について少しでも関心をもっていただけたらうれしいです。
　会場にお起こしいただいた方、インターネットでご覧になっていただいた方、どうもありがとうご
ざいました。今後とも、応援していただければ幸いです！　以下のＵＲＬにて、報告会の様子（動
画）をアップしていますので、ぜひご覧ください。

（長万部町地域おこし協力隊一同）

　３月８日、園児たちに空手道を教えました！
　以前、みっけクラブで合氣道教室をお試しで開催
して以来、「合氣道の人」と認識してもらえている
ようですが、実はかめちゃん、空手道もかじってい
ました（とはいえ初段ですが…）。元気な声で稽古
をする子どもたちが可愛かったです…！稽古体験会
の様子は長万部マリア幼稚園のホームページでご覧
いただけます。（亀田　純孝）

大鉄道写真展－長万部展－のご報告

令和２年度 長万部町地域おこし協力隊活動報告会のお礼

長万部マリア幼稚園での空手教室ボランティア
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●阪急阪神百貨店うめだ本店の『春の北海道物産大会』に出店！

●トマトハウス栽培及び収穫状況（１棟目及び２棟目）

　本誌２月号でも予告させて頂いたとおり、大阪でと
ても高いステータスをもつ『阪急うめだ本店』におい
て４月１４日～１９日までの６日間開催される『北海
道物産大会』で、「エンリッチ　ミニトマト」と「ト
マトジュース」が販売されることもなりました。
　「地方創生事業」の一環として産まれたトマトであ
ることと、「Ｎｏ．１格付け」認証を頂いた品質に注
目を頂いたもので、長年ミニトマトを食べ続けておら
れる同店バイヤーの方からも、味を絶賛して頂きまし
た。
　これもひとえに町内の皆様のご支援の賜物と感謝申
し上げますと共に、精一杯頑張って販売して参ります。

　１月末に定植（新たな作付）を行った１棟目では、
春の収穫に向けて、順調に生育が進んでいます。
　一方、昨年から収穫を続けている２棟目は、寒波・
降雪と日照不足の影響もあって収穫量が大きく落ち込
んだ状態からの回復が遅れております。町内の皆さま
にも、十分な出荷が出来ずに大変ご迷惑をお掛けして
おります。
　１棟目からの収穫が開始される４月以降、十分な量
の出荷をさせて頂く予定ですので、引き続きご愛顧頂
けます様、お願い申し上げます。

■お問い合せについては、以下までお願いします。
　トマト事業関連 ： 長万部アグリ株式会社　　☎ 070－4800－6833

https://www.oshamambe-agri .co.jp/
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　長万部町では災害備蓄品として、避難所でのプライベートの確保や感染防止対策及び避難が長期化した
場合の居住性向上を目的として「パーティション（間仕切り）」と「段ボールベッド」を購入しました。
　今回は、災害発生時に避難所で使用することを想定し、その組み立て方法を皆さんにご紹介します。

146㎝×86㎝×8㎝
重さ約12㎏

81㎝×41㎝×21㎝　
重さ約8㎏

パネルが12枚入って
います

パネルの端を折り曲げ
て連結部分を作ります

脚部を広げて差し込み
Ａ・Ｂ・Ｃをセット

約２ｍ四方の部屋が出
来ます
（作業時間５～６分）

完成時
190㎝×73㎝×41㎝
（作業時間２～３分）

●収納時の外観 ●収納時の外観

●箱から中身を取り
出します

●箱から中身を取り
出します

●連結して部屋を作
ります

●脚部に差し込みを
セットします

●すべてのパネルを
つなげて完成

●天板を敷いて完成

■パーティション（間仕切り） ■段ボールベッド

　災害用の備蓄品は「長万部町災害用備蓄計画」によりフリーズドライご飯等の食糧、毛布や敷きマット
等の生活必需品、マスクや使い捨て手袋等の衛生対策資材を段階的に整備していくこととなっております。

【お問い合わせ先】総務課防災交通係　☎２－２４５１
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災害備蓄品のご紹介
～コロナ禍の避難所開設～

コーナーはパネルを折り曲げる

差込Ｃ（小）２枚

脚　部

天　板

差込Ａ（大）２枚

差込B（中）４枚

差込B

天　板

差込Ｃ 差込B 差込Ａ

座るのにも
丁度良い高さ



　現在、静狩団地２戸、双葉団地２戸、国縫団地７戸の計１１戸が空き家となっております。
　その他の団地は、空き待ちの公募となります。

応募資格　①申込者と同居しようとする方の合計所得から控除額を引き、１２か月で除した額が１５万８千円以下の
世帯。ただし、障がいのある方や６０歳以上の方、就学前の子供がいる方は、２１万４千円以下です。

　　　　　②現に住宅に困窮している方。
　　　　　③単身者の応募は、２ＤＫか１ＬＤＫの住宅となります。
　　　　　④暴力団員でない方。
　　　　　⑤市町村税を滞納していない方
　　　　　⑥現在および過去とも、町営住宅使用料（家賃）を滞納していない方
年間所得の基準（給与収入の場合）
　　　　　①単 身 者→　２，９６８，０００円未満（所得：１，８９４，８００円）
　　　　　②２人世帯→　３，５１２，０００円未満（所得：２，２７５，６００円）
　　　　　③３人世帯→　３，９９６，０００円未満（所得：２，６５３，６００円）
　　　　　④４人世帯→　４，４７２，０００円未満（所得：３，０３４，４００円）
申込方法
　　　　　入居申込書に、入居希望者全員の住民票（本籍記載のもの）と前年の所得証明書（または源泉徴収票）

および市町村税に滞納がない証明書（または納税証明書）を添えて提出してください。

応募資格　一般町営住宅の応募資格に加え、日常生活が自分ででき、自炊等が可能な方で、次の要件を満たす世帯。
　　　　　①年齢６０歳以上の単身世帯
　　　　　②年齢６０歳以上の夫婦世帯（いずれかが６０歳以上であれば可）
　　　　　③年齢６０歳以上のみからなる世帯
　　　　　④障がい者のみからなる世帯および障がい者と６０歳以上からなる世帯（障がい者は、年齢制限があり

ません。ただし、６０歳以上が優先となります。）
　　　　　※家賃のほかに生活援助員配置費用として、入居者の収入に応じて費用がかかります。
申込方法　一般町営住宅と同様の書類に加え、「住宅困窮状況申立書」と「世帯の状況・自活状況申立書」が必要

です。

応募資格　所得月額が１５万８千円以上４８万７千円以下の世帯（町営住宅の収入基準を超える世帯が該当します）。
　　　　　基準に達していない所得の方で、今後所得の上昇が見込まれ、将来基準を超えると判断される場合は、

申し込むことができます。
　　　　　また、暴力団員および市町村税に滞納がある方は入居することができません。
申込方法　一般町営住宅と同じ。

一般町営住宅・はまなすシルバーハウジング
　住宅に困窮する実情を調査し、基準に照らし困窮度合いの高い方より入居を決定します。
特定公共賃貸住宅
　申込件数が２件以上ある場合は、抽選により待機順番を決定し、３年度中に空きが出た時に入居決定することに

なります。

　４月１６日（金）まで
　入居申込用紙等は、建設課建築公園係（２階）に用意してます。

【お申し込み先・お問い合わせ先】　建設課建築公園係　☎２－２４５６

　家賃は所得により計算され決定し、入居時には敷金として家賃の２か月分を納めなければなりません。また、連
帯保証人（入居決定者と同程度以上の収入を有する方）１名が必要となります。

町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集 　令和３年度分の町営住宅入居希望者を次
により募集します。（令和３年度中有効）

〔空き家の状況〕

〔一般町営住宅〕

〔はまなすシルバーハウジング（高齢者向世話付住宅）〕

〔特定公共賃貸住宅〕

〔選考方法〕

〔応募期限〕

〔その他〕
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◎募集内容　水道ガスメータ検針員　若干名
◎業務内容　詳しい内容は面接時に説明します。
◎応募資格　普通自動車運転免許を有している方
◎選考方法　面接により決定
◎募集期限　随　時
※詳細等は左記までお気軽にお問い合わせください。

犬の登録及び狂犬病予防注射巡回は
 年１回で７月を予定しています

○狂犬病予防注射は、これまでどおり年１回の接種ですので、巡回会場や動物病院で接種してください。
○陣屋町にあるNOSAIみなみ（☎2-2693）でも、接種できます。（事前に連絡をしてください）
○動物病院で接種後は役場町民課に領収書と注射済票代５５０円を持参の上、交付手続を必ず行ってください。

【お問い合わせ先】町民課生活環境係　☎２－２４５３（内線１１３）

　物置の整理や引っ越しでゴミが大量に出たが「清掃
センター等へ運搬するトラックがない」…そんな時に
は一般廃棄物処理業（収集運搬）の許可業者にご相談
ください。
　なお、日常のゴミの収集とは取り扱いが異なります
ので、各社で定めた収集運搬料金が別途かかります。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係　☎２－２４５３

《令和３年４月１日現在／変更になる場合があります》

■動物を飼うときには、永く共に生活できるかを
しっかり判断しましょう

　　動物を飼い始めるときには、責任をもって共に
生活できるか慎重に判断しなければなりません。

　　他人に迷惑をかけることのないように、しつけ
や訓練を施すことが大切です。無責任な飼育は、
人にも動物にも不幸な結果をもたらすことになる
ので絶対にやめましょう。

　　やむを得ず飼うことができなくなった場合は、
責任をもって新しい飼い主を見つけましょう。

■動物の将来についても十分考えましょう
　　野良犬や野良猫は、飼い主が捨てた結果であり、

不必要な繁殖により生まれたともいえます。繁殖
を希望しない飼い主は、避妊・去勢などが大切で
す。その場合は獣医師にご相談ください。

■気持ちよく生活するためにマナーを守りましょう
　　飼い主は散歩中の糞は必ず持ち帰り、犬小屋の

周囲も清潔にしましょう。　また、ムダ吠えなど
犬へのストレスを減らすためにも、散歩やしつけ
をしましょう。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係
　　☎２－２４５３

動物を飼っているみなさんへ突発的に大量ゴミが出たときには
収集運搬許可業者へ依頼を！

許可業者・団体名　 住　所 電話番号
㈲青木清掃 字富野 ２－３０８６
長万部町高齢者事業団 高砂町 ２－２８２４
㈲かもめ商興（産廃も可） 字静狩 ６－２３１４
㈲光銭商店 大　 町 ２－２３２６
斎藤商店 字国縫 ５－２３１３
㈱帝都建設　長万部支店 字国縫 ５－２２１１
道南資源 温泉町 ２－５２１０
㈱堀川清掃（し尿くみ取りも可）字富野 ２－２４６６
㈲松岡清掃 高砂町 ２－２７１６
㈲山瀬清掃 字富野 ２－３２０１
㈲緑土産業 南栄町 ２－２１８８
㈱森興業（産廃も可） 温泉町 ２－３３７８
㈲赤塚商会 元　町 ２－２６０３
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タ ク シ ー 料 金 の 助 成 券 を 交 付

『その火事を
　防ぐあなたに　金メダル』

春の全道火災予防運動

４月20日～４月30日
【お問い合わせ先】
　長万部町消防　予防係　☎２－２０４９

在宅で80歳以上の方、身体に障がいのある方および療育手帳「Ａ」を受けている方に対し、通院や社会
参加のために利用するタクシー料金の助成を実施しています。

■該当される方
　４月１日から翌年３月３１日までの１年間で、次の①から⑦
に該当する方です。
また、助成券の使用できる区域は、長万部町内のみの区間と
なっています。
①在宅で８０歳以上の方　　　　⑤心臓機能障がい１級の方
②下肢障がい１・２・３級の方　⑥呼吸器機能障がい１級の方
③体幹障がい１・２級の方　　　⑦療育手帳「Ａ」の方
④視覚障がい１・２級の方

　春は空気が乾燥し､風が強く吹くなど小さな火元から火災になることが多い季節です｡
　特に､子どもの火遊び･煙草の投げ捨て･野焼きの拡大による火災が多いことから､私たちの不注意や油断など
により発生する火災が多いと言えます｡
　火災を出さない環境づくりと｢火の用心｣の心を忘れず､掛け替えのない命や大切な財産を火災から守りま
しょう｡また､火災予防期間中に消防職員と消防団員が､住宅防火点検のため伺うことがありますので､ご協力く
ださい｡
《住宅用火災警報器について》
　ご自宅に設置されている住宅用火災警報器は､古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しな
くことがあるため､注意が必要です｡寿命とされている１０年を目安に､本体ごと新しいものに交換しましょう｡

■助成券申請方法
　交付対象者には、必要書類を送付します
ので、４月６日（火）から保健福祉課窓口
で申請手続きをしてください。
※長万部町に在住して１年未満の方、施設

入所の方、長期入院の方は対象となりま
せん。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係　☎２－２４５４

　各公園の利用期間は、次のとおりです。みなさん
の多数のご利用をお願いいたします。なお、雪解け
や公園整備の状況、新型コロナウイルスの感染状況
により、利用制限等、発生する場合があります。
◆長万部公園（キャンプ場・バンガロー）
　新型コロナウイルス感染防止対策を徹底すること
は困難であるとの判断により、皆様方の安全を第一
に、さらなる感染拡大防止を目的としてキャンプ宿
泊（車中泊含む）、バンガロー宿泊、バーベキュー
等の飲食行為につきましては今年度中止とすること
といたします。
　公園散策や遊具、トイレ（９：００～１６：００）につき
ましては、ご利用いただけます。
◆ふれあい公園（球場）
　利用期間　４月中旬～１１月上旬

◆あやめ公園（パークゴルフ場）
　利用期間　４月１６日（金）～１１月上旬
　利用時間　午前８時３０分～日没（受付は午後５時まで）
　※時期・天候により閉鎖および変更する場合があります。
　料　　金

　※シーズン券購入申込は、４月５日（月）から受け付けております。
◆静狩緑地広場
　利用期間　４月２４日（土）～１０月末
【お申し込み先・お問い合わせ先】
　建設課建築公園係（☎２－２４５６）

各公園のご利用期間のお知らせ

使用の区分 町　内 町　外

１日券
大　人 ３００円 ６００円
小　人 ２００円 ４００円

シーズン券
大　人 １２，０００円
小　人 ５，０００円

回数券（６回分）
大　人 １，５００円 ３，０００円
小　人 １，０００円 ２，０００円
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交 通 安 全 コ ー ナ ー の～んびりいこうや北海道

　今般、政府の方針を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、申告所得税、贈与税、
個人事業者の消費税について、４月１５日（木）まで、申告・納付期限を延長することとしました。
　これに伴い、申告所得税及び個人事業者の消費税の振替納税をご利用されている方の振替日について
も、申告所得税は５月３１日（月）、個人事業者の消費税は５月２４日（月）に変更となりました。

　なお、マイナンバーカードやお近くの税務署で発行するＩＤ・パスワードがあれば、確定申告会場に
出向くことなく、ご自宅等からスマホやパソコンなどでインターネットにより申告（ｅ－Ｔａｘ）してい
ただくことが可能です。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、必要な事項を入力して、ｅ－Ｔａｘで申告い
ただければ、医療費の領収書や寄附金の受領証などの書類を提出していただく必要がなく、大変便利で
すので、是非ご利用ください。

　また、令和２年分の還付申告については、５年間申告することが可能であり、令和７年１２月３１日ま
で申告することが可能です。
（還付申告の例）
・　給与所得者や公的年金受給者で、医療費控除・寄附金控除（ふるさと納税等）・住宅借入金等特別

控除（住宅ローン控除）により還付を受けられる方　等

確定申告期限の延長と振替日（振替納税）の変更について

春の全国交通安全運動

【日　時】４月６日（火）午前１０時３０分から
　　　　　※雨天中止
【場　所】国道５号線バイパス
　　　　　高森石油（株）向の海側、
　　　　　役場庁舎裏の２箇所
　　　　　※最寄りの場所でご参加ください
　～みんなで参加してドライバーに
　　　　　　　安全運転を呼びかけましょう～

～４月１０日は「交通事故死ゼロを目指す日」～

街頭啓発（旗の波運動）

期別運動の視点

　新入学(新学期)を迎える子供や活動期に入る
自転車利用者の事故防止を図るための活動等を
推進

●子供と高齢者を始めとする歩行者
の安全確保

●歩行者等の保護を始めとする安全
運転意識の向上

●自転車の安全利用の推進

４月６日（火）～４月１５日（木）

●申告・納付期限
延長前

申 告 所 得 税 令和３年３月１５日（月）
個人事業者の消費税 令和３年３月３１日（水）
贈 与 税 令和３年３月１５日（月）

延長後

令和３年４月１５日(木)
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　令和３年度から令和５年度までの「第８期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険計画」に基づき、第１号被保
険者における第８期介護保険料基準額（月額）は、各種介護サービス量の推移や給付費の見込み等を勘案し算定し
た結果、第７期の５，５００円（月額）に対し、第８期は６，０００円（月額）となります。
　保険料基準額から算出される令和３年度から令和５年度までの所得段階別の保険料は、次のとおりです。

・特別徴収（原則として年金が年額１８万円以上ある方）
　年金から差し引きさせていただきますので、特別な手続きや直接介護保険料をお支払いする必要はありません。

（前年の所得が確定後、７月上旬に対象者へ介護保険料通知書を送付致します）
・普通徴収（特別徴収以外の方）
　前年の所得が確定後、７月上旬に対象者へ介護保険料通知書及び納付書を送付致します。
　第１期（７月）から第９期（翌年３月）までの９回に分けており、各期ごとの納期限までに、役場出納室、また

は指定金融機関等（郵便局・北洋銀行・北海道信金・農協・漁協）で直接介護保険料を　お支払いください。
　なお、町指定金融機関による便利で簡単な口座振替もできますので、ぜひご利用ください。

【お問い合わせ先】保健福祉課介護支援係（☎２－２４５４）

段　階 対　　　　象 保険料率
保　険　料　額

（ 年 額 ） （ 月 額 ）

第１段
階

世帯全員が
町民税非課税

老齢福祉年金を受けている人又は
生活保護受給の人

基準額×0.30 21,600円 1,800円
前年の本人合計所得＋課税年金収
入が80万円以下の人

第２段
階

前年の本人合計所得＋課税年金収
入が80万円を超え、120万円以下
の人

基準額×0.50 36,000円 3,000円

第３段
階

前年の本人合計所得＋課税年金収
入が120万円を超える人 基準額×0.70 50,400円 4,200円

第４段
階

世帯の誰かが
町民税課税

本人が町民税非課税で前年の本人
合計所得＋課税年金収入が80万円
以下の人

基準額×0.90 64,800円 5,400円

第５段
階

本人が町民税非課税で前年の本人
合計所得＋課税年金収入が80万円
を超える人

基準額 72,000円 6,000円

第６段
階

本人が
町民税課税

前年の本人合計所得が120万円未
満の人 基準額×1.20 86,400円 7,200円

第７段
階

前年の本人合計所得が120万円以
上210万円未満の人 基準額×1.30 93,600円 7,800円

第８段
階

前年の本人合計所得が210万円以
上320万円未満の人 基準額×1.50 108,000円 9,000円

第９段
階

前年の本人合計所得が320万円以
上の人 基準額×1.70 122,400円 10,200円

令和３年度からの介護保険料について

●所得段階別介護保険料について
図　　表

●介護保険料のお支払いについて
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窓口にお持ちいただいた方を
　　　　　　　　　　ご紹介します｡（敬称略）

令和３年２月福島県沖地震災害義援金
を受け付けています

　令和３年２月１３日に福島県沖で発生した最大震度６強の地震により､福島県に甚大な被害が発生いたしまし
た｡被災された方々へ心よりお見舞い申し上げます｡
　この災害で被災された方々を支援するため､日本赤十字社長万部町分区･長万部町共同募金委員会を窓口とし
て義援金を受付ております｡お寄せいただいた義援金は､日本赤十字社北海道支部並びに､北海道共同募金会を
通じ､全額､被災地の方々の支援にあてられます｡ご協力をお願いいたします｡

　町では、長万部への移住を検討されている方への情報提供として、空き家・土地などの物件情報を募集しま
す。
　これは、空き家の利用希望者及び物件所有者の必要に応じ、双方に情
報を提供するものです。
　空き家を所有等する方で売りたい・貸したいという方は空き家情報を
登録しませんか。
　登録を希望される方は、空き家等情報登録申請書を新幹線推進課へ提
出してください。
　（申請書は、新幹線推進課にあります。また、町ホームページからもダウンロードできます）
　なお、町ではトラブル発生時の仲裁、空き家に関する交渉や売買・賃貸借の契約については、一切関与いた
しません。

◎登録している所有者の皆様へ
　現在、町役場ホームページへ掲載登録している物件で、登録申請した日以降に売買等の異動がありました
ら、下記まで連絡ください。掲載を中止します。お手数をお掛けしますがよろしくお願いします。

【問い合わせ・申請書提出先】　新幹線推進課　新幹線･政策推進係（☎２－２４５０）

◎３月１日　長万部町地域女性団体連絡協議会　　　　２０，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※ご承諾をいただいた方に限り掲載しています｡

３月１９日現在の義援金額 ２０，１００円

  義援金の受付

・受付窓口
　長万部町分区（保健福祉課内）　　　　　　２－２４５４
　長万部町共同募金委員会（社会福祉協議会内）６－７７１１
　※税制上の優遇措置を希望される場合は、窓口で申し出ください。

・募金箱設置場所　　役場１階総合案内窓口
・受付期間
　令和３年２月２４日（水）から令和２年５月３１日（月）まで

　※物資については、現在受付しておりません。

～　空き家・土地などの物件情報募集　～

31



こんにちは

教育委員会学校教育係　☎２－２７４８お問い合わせ先 教育委員会学校教育係　☎２－２７４８お問い合わせ先

　令和３年度長万部町奨学金申請の受け付けを次に
より行います。

◎奨学金の種類
　・給付奨学金…授業料の年額相当額の２分の１を

給付　　　　　　　　　　
　・貸付奨学金…授業料の年額相当額の２分の１以

内を貸付
◎対象者
　・長万部高等学校を卒業した方
　・国公立大学および東京理科大学に入学または在

学中の方
◎受付期間
　４月２０日（火）～５月１０日（月）
◎給付決定
　奨学金運営委員会で審議し、その答申に基づいて
町長が決定します。

　町では、長万部高等学校に通学する生徒の通学費
補助を行っております。
◎補助内容
　長万部高等学校に交通機関（ＪＲ）を利用して通
学する生徒の保護者に通学費を補助します。
◎補助金額
　通学する生徒の最寄りの駅から長万部駅までのＪ
Ｒ６ヵ月定期運賃で計算した年額相当額を補助しま
す。
◎申請手順
　①申請に必要な「通学費補助金交付申請書」は、

入学式・始業式（４月８日）以降に高校から配
付します。

　②上記申請書に必要事項を記入・押印し、長万部
高等学校へ提出してください。

　③長万部町から「補助金交付決定通知書」が申請
者（保護者）へ通知されます。

◎支給方法
　４月から９月分を９月に支給し、１０月から翌年
３月分を３月に支給します。（銀行振込）

　例年４月に入ると行者ニンニクやタケノコ等の山菜採り事故が発生しています。
　慣れた山でも油断せず、次の点に注意しましよう。
１　行き先や帰宅時間を家族に伝えましょう。
２　自分の体調、天候や時間に合わせ、無理に山奥に入らないようにしましょう。
３　単独での入山は避け、お互いの位置を確認しましょう。
４　万が一遭難した場合に備え、目立つ色の服装で入山しましょう。
５　携帯電話や周囲に自分の存在を知らせることができるホイッスルを持ちましょう。

奨学金を

　ご利用ください！

長万部高等学校

通学費補助のお知らせ

八雲警察署です 山菜採りによる事故の防止
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外来受付時間変更のお知らせ
　町立病院では発熱者外来を開設しています。
　一般外来の患者様と発熱されている方を時間的に区切るこ
とで不特定多数への感染を防ぐことができると考えています。
　発熱・かぜ症状・下痢等の感染症で発熱者外来を受診され
る方は事前に電話予約をお願いします。
　通常とは違う別室での診察となります。
◆発熱者外来電話予約受付日時
　平日の午前９時から午後０時３０分・午後１時３０分から午後２時まで
◆発熱者外来診療時間
　平日の午後２時３０分から午後３時３０分まで

発熱者外来のお知らせ

　発熱者外来のため、内科と外科の午後の
受付時間が変更となっていますのでご注意
願います。

内科・外科の午後の受付時間
午後１時３０分から午後２時３０分まで

町立病院からのお知らせ
◆４月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
科

３月２９日（月） ３０日（火） ３１日（水） 4月１日（木） ２日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師

５日（月） ６日（火） ７日（水） ８日（木） ９日（金）
午 前 塩 田 医 師 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師

１２日（月） １３日（火） １４日（水） １５日（木） １６日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師

１９日（月） ２０日（火） ２１日（水） ２２日（木） ２３日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師

２６日（月） ２７日（火） ２８日（水） ２９日（木） ３０日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 休 診 塩 田 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 診 休 診 出張医（北大）午 後

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ、受診願います。　　★４月２日（金）から１２日（月）まで岩永医師が不在となります。
★個人で健康診断を受ける方は午前１０時３０分までに来院願います。　※午後の受付時間は２時３０分までとなりますのでご注意願います。

外
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 田 口 医 師 田 口 医 師 田 口 医 師 田 口 医 師 田 口 医 師午 後 休 診 休 診

★４月から田口医師が担当します。　※午後の受付時間は２時３０分までとなりますのでご注意願います。
★毎週火曜日・木曜日の午後は休診となります。　【内科・外科受付時間】午前８時３０分～１１時３０分　午後１時３０分～２時３０分

★小児科については、診療開始時間が９時30分頃からとなります。
★４月２７日（火）は健診のため、午後の診療は２時過ぎからとなります。

★４月の外来診療日は１２日と２６日になります。　　　★５月の外来診療日は１０日と２４日になります。
★診療は函館中央病院が担当します。　　　　　　　★診療は予約制で２0名までとなります。

★４月の外来診療日は２１日になります。　　　　　　★５月の外来診療はありません。
★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。　　　　★診療は予約制で６0名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。　　  　【ご予約・お問い合わせ先】長万部町立病院　☎2－5611

【内科・外科受付時間】　午前８時30分～11時30分　　午後１時30分～２時30分

【小児科受付時間】　午前８時30分～10時30分　午後１時30分～３時30分

診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協力をお願いいたします。

【整形外科】毎月第２・第４月曜日診療（祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午後１時30分～午後３時30分

【眼　　科】偶数月の第３水曜日診療（ただし、祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午前10時～午後１時
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・「新型コロナワクチンが優先的に接種できる。後日返金されるので一旦予約金として、１０万円を指定の講座に
振り込んでください。」などという、不審な電話が高齢者宅を中心に全国的に相次いでいます。

　厚生労働省の職員や市町村の職員を装い電話をかけてきますが、事前に予約金などを振り込ませるなどというこ
とは絶対にありませんので、ご注意ください！

　また、電話のほか、ハガキやメール、ＳＮＳなどにより送られてくる場合もありますので、お気を付けください。

新型コロナワクチン接種に関する不審な電話に
ご注意を！

◎お問い合わせ先◎
・長万部町産業振興課　２－２４５５
・消費者ホットライン（局番なし）　１８８
　（函館消費者センターまたは国民生活センターへ繋がります）

・新型コロナワクチン詐欺に関する消費者トラブル
　０１２０－７９７－１８８（フリーダイヤル・国民生活センター）

【対処方法】
・不審な電話やメールは、すぐ切

るか無視してください。
・自宅の電話は、在宅時も留守番

電話に設定し、メッセージを確
認するようにしましょう。

・困ったことがあれば、下記の連絡先へご一報くだ
さい。

　昨年度は、なかなか活動をすることが難しい状況の中、実行グループの皆様と町民の皆様の、ご理解
とご協力をいただき活動をすることができました。大変感謝しております。ありがとうございました。
生活支援体制整備事業も４年目を迎えました。
　今年度も、どうぞよろしくお願い致します！

　生活支援コーディネーターを募集しています。
元気な高齢者の方々が増えることを目的とし、活動をしていま
す。詳細は、広報の求人欄をご覧ください。

今年度もよろしくお願い致します！

◆ 生活支援コーディネーター募集のお知らせ ◆
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開　催　の　お　知　ら　せ

【申込・お問い合わせ先】　長万部町デイサービスセンター　（２－４５００）　担当：村上・七尾

～ご挨拶（長万部町の皆さまへ）～

　長万部町の皆様、はじめまして。本年一月より、法テラス八雲法律事務所に赴任いたしました、弁護士の塚
本恒（つかもと・こう）と申します。私は東京で生まれ育ち、北海道で暮らすのは初めてになります。鉄道旅
行が好きな私にとっては、長万部町というと機関区の町、交通の要衝というイメージでした。皆様と接するこ
とでどのように印象が変化していくのか、楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。
　私の在籍している法テラス八雲法律事務所では、私と椎谷玲香（しいや・れいか）弁護士の２名の弁護士
で、地域の皆様のお悩みごとを解決すべく、尽力させていただいております。また、引き続き、長万部町を含
む地域包括支援センターとも連携させていただいて、福祉の場面でも、法律家の視点から皆様のお役に立てる
よう尽力いたします。一定の資力要件を充たす方であれば、３回まで無料の法律相談を承ることもできます。
身近でお困りのことがございましたら、私どもの事務所まで何なりとご相談ください。
　法律の相談のご予約は、お気軽に

「法テラス八雲法律事務所（０５０－３３８３－８３６６）」までお電話をお寄せください。

　歳を重ねても、元気で若々しくいたいと思いませんか？　６５歳以上の町民の方を対象に開催しております。認
知症を予防するため「頭の体操」を、誰でも気軽にできる「いきいき百歳体操」を、一緒に笑って過ごせる空間で
心の健康を「ふれあいサロン」で！！興味はあるけど参加できなかった方でも、以前参加された方でも、ご参加お
待ちしております。

対象者：おおむね65歳以上の町民
参加料：月 1,000円 かかります (毎月、会場にてお支払いください)
持ち物：上靴（運動しやすい靴）、汗ふきタオル
内　容：脳活性を図る簡単な楽習・足腰をゆっくり鍛える体操、等
注　意：感染症予防のため、以下の点にご協力ください

※定員は、18名程度です。お申し込みは、下記まで電話または来所にてお願いいたします。
　ご友人・知人等をお誘いのうえ、是非一度ご参加ください！！

〈開催日〉〇５月１２日～９月２９日　　　　〇毎週水曜日
〈実施場所・時間〉
　　　　　○長万部町デイサービスセンター　ホール
　　　　　○午前９時３０分～１１時３０分（予定）
〈備　考〉会場まで遠くて通えない方は、一度電話にてご相談ください。

・マスクを必ず着用してください
・体調に変わりないことを確認してから来所してください

法テラス八雲法律事務所　弁護士　塚本　恒　（函館弁護士会所属）

脳 の 健 康 教 室
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厚生年金・国民年金等の相談
▶日時　5月11日（火）
　①10:30～12:00　②13:00～15:30
▶場所　役場2階会議室
※3日前までに町民課戸籍医療
　年金係に要予約　☎2-2453
※相談枠に限りがございますので、ご

了承願います。
※相談月の2ヶ月前から予約を受け

付けております。（6月分の事務相
談は4月から予約受付開始）

身体障がいのある方の悩み相談
▶日時　４月１３日（火）13：30～15：00
▶場所　役場１階相談室
◎身体障がい者相談員　
　　菅野　文夫（高砂）

【お問い合わせ先】　
保健福祉課☎２－２４５４

　身近な話題で、行政にご要望はあり
ませんか？
▶日時　４月８日（木）13：00～15：00
▶場所　役場２階小会議室
◎行政相談委員　山中　克子（大浜）

　人権問題・家庭問題などの悩みは
ありませんか？法務大臣より委嘱を
受けた人権擁護委員が随時ご相談に
応じています。
◎人権擁護委員
　井上　正範（大町）
　石垣　聖子（大浜）
　小野　雄二（陣屋町）
◎みんなの人権１１０番
（全国共通人権相談ダイヤル）

（☎0570-003-110）

　毎月１回、無料相談を開設しています。
▶日時　４月15日（木）13：00～15：00
▶場所　役場会議室
◎相談員　
　井上正範司法書士（長万部町）

【お問い合わせ先】
　税務課　　　　　（☎２－２４５２）

　町立病院では看護師及び薬剤師
を募集しています。応募されるかた
は関係書類を添えて提出してくださ
い。
▶募集内容
　看護師　若干名
　薬剤師　１名
▶応募資格
　看護師、薬剤師の資格を有してい

る方
▶提出書類
　①履歴書
　　（市販用紙可、要写真貼付）
　②資格（免許証）の写し
▶選考方法
　書類及び面接により決定
▶応募期限
　令和３年４月30日（金）
▶採用年月日
　令和３年６月１日（火）
【お問い合わせ・申込先】
　長万部町立病院庶務係
　　　　　　　　　（☎２－561１）

　町では、介護保険の認定調査に従
事する方を募集します。
　応募される方は、関係書類を応募
期限までに提出してください。
▶業務内容
　要介護認定等の申請に基づいて高

齢者の自宅や入院先などを訪問し
要介護認定調査を実施します。

　調査した内容を「認定調査票」に
記載して町に提出します。

▶資格等
　次に掲げる項目のすべてを満たす

方
　①保健・福祉・医療に関する資格

を有する方
　②介護サービスを提供する事業所

に所属していない方
　③認定調査員研修を修了又は今後

実施する認定調査員研修を受講
できる方

▶募集人数　若干名
▶報酬
　１件あたり4,000円
　　　（月８～12件程度）
▶提出書類
　・履歴書又は身上書
　　（市販用紙可。要写真添付）
　・保健・福祉・医療に関する資格

を有することが証明できる書類
の写し

▶応募期限
　令和３年４月14日（水）
　※郵送の場合は必着
▶選考方法　書類選考により決定
【お問い合わせ・申込先】
　保健福祉課介護支援係

　　　　　　（☎２－２４５４）

次の方々より、寄付がありました。
紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
◆長万部長愛会へ
・山瀬　俊之（富野）　　50,000円
〈香典返しに替えて〉
◆デイサービスセンターへ
・㈱リンデンＢ・Ｉ道央（本町）　10,000円
　〈一般寄附金として〉
・黒瀧　絢子（高砂町）　20,000円
　〈一般寄附金として〉
・安田　笑子（南栄町）　30,000円
　〈一般寄附金として〉
・山井　裕之（高砂町）　20,000円
　〈一般寄附金として〉
・新谷　ハルエ（高砂町）30,000円
　〈一般寄附金として〉

　長万部町社会福祉協議会では、次
の要領により臨時職員を募集してお
ります。
▶募集内容
　生活支援コーディネーター兼
　　　　　　　一般事務職員　１名
▶雇用期間　令和４年３月31日まで
▶応募資格
　高等学校卒業程度の学力を有し、普通

自動車運転免許（運転免許取得見込
者も可）を持っている方で、パソコンの
操作（エクセル・ワード）が出来る方。

▶提出書類　履歴書（市販用紙可）、
資格（運転免許証）の写し

▶選考方法　書類選考・面接試験
▶申込期限　令和３年４月20日（火）
▶待遇　
　日給8,000円・勤務時間８：30～17：15
　休日　土日祝日、12月31～１月５日
　健康保険・厚生年金・雇用保険・労働保険加入
【お問い合わせ・書類提出先】
　〒０４９－３５２１
　山越郡長万部町字長万部413番地１
　長万部町福祉センター内
　社会福祉法人　長万部町社会福祉
　協議会事務局
　（☎０１３７７－６－７７１１）

　町では、会計年度任用職員として
町立さかえ保育所で保育に従事する
保育士（保育助手含む）及び調理員を
随時募集しています。
　応募される方は下記までお問い合
わせください。
【お問い合わせ・申込先】
　町立さかえ保育所　（☎２－４００６）
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　令和３年度分の入居希望者を次に
より募集します。
　なお、当センターは、入居者の健
康や火災予防など安全を配慮するた
め、「３食食事付」となっておりま
す。
■応募資格
　①本町に住所を有する概ね65歳以

上の高齢者で、ひとり暮らし及
び高齢者のみの世帯であって、
独立して生活することに不安の
ある方

　②本町に住所を有する概ね65歳以
上の高齢者で、同居人が虚弱で
ある又は虐待を受けている、若
しくは同様の状況にある等によ
り、住宅で生活することに不安
のある方

■利用料（月額）※30日の場合
　・単身用居室　　
　　73,300円～92,300円
　・夫婦等居室　
　　134,100円～146,100円
　※利用料には、１日３食の食費

（１日あたり1,210円）、管理
費が含まれており、前年度の収
入に応じて利用料が決まります。

■申込方法
　　利用申請書に、医師の健康診断

書・誓約書・身元引受書を添えて
提出してください。

　（利用申請書・誓約書・身元引受
書の様式は、保健福祉課介護支援
係に用意しています。）

■選考方法
　※現在、夫婦世帯等居室に一室空

きがあり、単身用居室は満室と
なっています。空きが無い場
合は待機順位の決定のみとな
り、令和３年度中に空きが出た
場合、入居決定することになり
ます。（なお、待機順位につい
ては、緊急を要する申し込みが
あった場合は、変更することが
あります。）

■応募期限
　４月20日（火）まで必着
■その他
　５月中に入居（待機順位）の決定

を行い、入居（待機順位）の可否
を通知します。

【お問い合わせ・申込先】
　保健福祉課介護支援係

（☎２－２４５４）

　山菜採りや登山などで入山される
ときは、森林を山火事から守り、また、
クマによる不測の事故から身を守る
ためにも、単独での入山はできるだけ
避けましょう。
林野火災予防
強調期間
４月21日から
５月31日まで

【長万部町】
　４月１５日（木）
　優良講習のみ（１８：３０～）
▶会場　福祉センター

【八雲町】
　４月14日（水） 優良講習（13：00～）
　　　　　　　違反講習（14：15～）
　４月15日（木） 一般講習（13：00～）
　　　　　　　初回講習（14：45～）
▶会場　八雲町民センター
　ご注意　長万部町で講習を受ける

場合は、必ず事前に八雲警察署で
手続きを行ってください。

みなさまのご支援をお願いします！
◎東日本大震災義援金
　受付期間：令和３年３月31日まで
　　　　　3,569,033円 　　　　 
◎平成28年熊本地震災害義援金
　受付期間：令和３年３月31日まで
　　　　　 599,834円　　　　　 
◎九州北部地方大雨災害義援金
　（平成29年７月５日からの大雨災害）
　受付期間：令和３年３月31日まで
　　　　　  97,437円  　　　　　
◎平成30年７月豪雨災害義援金
　受付期間：令和３年６月30日まで
　　　　　  80,537円  　　　　　
◎令和元年台風19号災害義援金
　受付期間：令和３年３月３１日まで
　　　　　 542,212円　　　　　 
◎令和２年台風７号豪雨災害義援金
　受付期間：令和４年３月３１日まで
　　　　 1,448,212円　　　　　 
※上記の各義援金の金額は３／19現在

の窓口及び募金箱の合計金額です。
◎受付窓口
　☆日本赤十字社長万部町分区
　　（保 健 福 祉 課☎２－２４５４）
　☆長万部町共同募金委員会
　　（社会福祉協議会☎６－７７１１）

　長万部町では、次により職員を募
集します。
　応募される方は、関係書類を申込
期限までに提出してください。
　
▶職務内容　水道技術職員
▶採用人員　１名
▶受験資格　　
　①水道技術管理者または水道施

設管理技士登録者もしくは水
道関連業務経験者

　②長万部町内に在住できる方
※上記①・②の条件を満たす方で、

昭和５６年４月２日以降に生まれ
た方

▶待遇　長万部町給与条例による
▶採用年月日
　令和３年７月１日
▶提出書類　　
　①履歴書（市販用紙可）
　②資格証等の写し
　　（資格等がある場合）
　③最終学歴の卒業証明書
▶申込期限
　令和３年５月１０日（月）
　〈郵送の場合は必着〉
▶試験
　書類選考･面接試験
　（令和３年５月下旬予定）
▶試験場所　長万部町役場
 
【お問い合わせ・申込先】
　〒０４９－３５９２　　
　山越郡長万部町字長万部４５３番地１
　長万部町役場　総務課総務係

（☎２－２０００）

　４月の水道・ガス・下水道の検針日
は、次のとおりです。
1５日（木）　１６日（金）
１９日（月）　２０日（火）

■ガス料金表（税抜額）

　町では上下水道・ガスの使用開始
停止（引っ越し）される際について
は、届出が必要になります。なおイ
ンターネット等の受付は行っており
ません。

【お問い合わせ先】
　水道ガス課　　　（☎２－２８６２）
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■ガス・上下水道の検針日

■山火事・ヒグマに注意！

■4月の運転免許証更新時講習

区分 基本料金
調整単位料金

Ａ群0～13㎥ 1,050円
377円36銭／㎥

Ｂ群14～57㎥ 1,700円
323円26銭／㎥

Ｃ群58㎥以上 4,500円
272円06銭／㎥

■災害義援金募集のお知らせ

■長万部町職員（水道技術職員）募集

生 活

■高齢者生活福祉センターの
　入居希望者募集



　国民年金は、２０歳から６０歳の方が必ず加入しなければなら

ない公的年金制度です。学生には、在学期間中の国民年金の掛

け金の支払いを学生本人が社会人になるまで猶予される学生納

付特例制度があります。

　もしも、支払いせずに未納のまま放っておくと、将来の年金

に影響がでたり、もしもの時の障害年金がもらえなくなってし

まいます。

　また、前年度に学生納付特例を承認された方については、翌年度も引き続き同じ学校に在学する予定であ

ることが確認できている場合は、４月に送付されるハガキにて申請手続きができます。この場合の添付書類

は必要ありません。

◇対象となる学生
　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校、各種学校※に在学する２０歳以上の学生。

（※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程のある学校）

　ただし、学生本人の前年所得が１２８万円＋扶養親族等の数×３８万円以下であること。

◇承認期間は？
　４月（在学中に２０歳になる方は誕生月）から翌年の３月までです。申請は毎年必要となります。

◇申請に必要なもの
　・学生証のコピー、または在学証明書

　・年金手帳

◇承認された場合、将来受け取る年金額はどうなるの？
　将来受け取る年金の受給資格期間には算入されます。

　ただし、年金額には反映されません。

　日本年金機構では２０歳になられた方向けに国民年金制度の内容やメリット、保険料の納付方法や免除の

手続きなどをわかりやすく動画でご案内しています。

▽動画はこちら▽
（ＵＲＬ）「国民年金の加入と保険料のご案内」

　　　　　https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html

～国民年金の掛け金は忘れずに納めましょう～
＝年金は世代と世代の支え合い＝

お問い合わせ先 町 民 課 戸 籍 医 療 年 金 係　（ＴＥＬ　２－２４５３）
函館年金事務所　国民年金課　（ＴＥＬ　０１３８－５６－１１６５）

「学生納付特例制度」の
申請は毎年必要です！

※承認を受けてから１０年以内であれば、さかのぼって納めることができるので、老齢基礎年金の受給額
を満額にするためにも卒業後は追納をおすすめします！

○日本年金機構からのお知らせです○
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４月 事　業　名　等 会　　場 時　間
1 木
2 金
3 土
4 日
5 月
6 火
7 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
8 木 ◆行政相談 役 場 ２ 階 小 会 議 室 13:00～15:00

9 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45～15:45

10 土
11 日
12 月
13 火 ◆身体障がい者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30～15:30

14 水
◆すくすく教室・のびのび広場 子育て支援センター 10:00～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆ガヤガヤ運動教室(旭浜) 旭 浜 生 活 館 13:30～15:00

15 木
◆登記・法律無料相談 役 場 会 議 室 13:00～15:00
◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～

16 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45～15:45

17 土
18 日
19 月
20 火
21 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 11:00～12:30
22 木

23 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45～15:45

24 土
25 日
26 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30
27 火 ◆乳児健康診査・乳幼児健康相談・ＢＣＧ接種 ふれあい健康センター 13:00～13:30
28 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
29 木 昭和の日

30 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45～15:45

５月 事　業　名　等
1 土
2 日
3 月 憲法記念日
4 火 みどりの日
5 水 こどもの日
6 木

7 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45～15:45

8 土
9 日
10 月

11 火
◆年金事務相談（要予約） 役 場 ２ 階 会 議 室 10:30～12:00
◆年金事務相談（要予約） 役 場 ２ 階 会 議 室 13:00～15:30

おたんじょう おめでとう

おくやみ もうしあげます
氏　　名 年　齢 月　日 住　所

小野寺　文　男 ９２歳 ２月21日 大　町
安　田　善　仁 ８７歳 ２月22日 南栄町
山　瀬　ヤイ子 ８２歳 ２月23日 富　野
小　島　美代子 ８８歳 ２月25日 高砂町
新　谷　利　己 ９２歳 ２月28日 新開町
山　井　忠　男 ９３歳 ３月１日 高砂町
青　山　光　枝 ９２歳 ３月３日 南栄町
岸　　　政　明 ５７歳 ３月３日 高砂町
圎　谷　義　政 ９０歳 ３月５日 大　浜
田　澤　鐵　雄 ９０歳 ３月11日 陣屋町
佐　藤　和　子 ７８歳 ３月12日 南栄町
門　間　ツヱ子 ９１歳 ３月13日 温泉町

いつまでも おしあわせに
夫の氏名 妻の氏名 届出日

　　今月は届出がありません。

〔令和３年２月15日～令和３年３月14日受付分〕（敬称略）

この広報誌は再生紙を使っています。

世　帯	 	 ２,８９４	世帯
人　口	 	 ５,０９８　人
　男	 	 ２,３６２　人
　女	 	 ２,７３６　人
前月比	 	 　　＋５　人
　　　　（２月２６日現在）
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おなまえ 生まれた月日 父母の名 住　所

竹林　唯
い っ し ん

槙 男の子 ２月13日
直　樺
智　美 本　町

～午前７時までにゴミステーションへ！～
　ゴールデンウィーク期間中は、交通渋滞が予想さ
れますので、ゴミの収集時間を変更します。
　午前７時までに決められたゴミステーションに出
してください。
■５月３日（月）から５月５日（水）まで
　※土・日曜日は収集しません

ゴールデンウィーク期間中はゴミの
収集時間を変更します
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まちの話題を写真で紹介

長万部まちおこしプロジェクト　「おしゃおこ」が旭浜地区でスノーランタン作りを行いました。
キレイな灯りで旭浜町内のみなさんが明るく笑顔になれるよう願いを込めて完成させました♪（２月２０日）

町内のホタテ養殖漁家では、国の事業である「アイヌ政策推進交付金事業」にて管外より移入し、前浜にて生育された
稚貝を使用した「耳づり作業」が始まりました。
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基本行動 手洗い、咳エチケット、マスク着用、人との距離を取る


